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イ
ス
ラ
エ
ル
は
、
一
二
部
族
の
連
合
神
ヤ
ハ
ウ
ェ
に
対
す
る
礼
拝
を
中
心
と
す

る
純
粋
な
宗
教
連
合
と
し
て
、
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
に
お
い
て
は
じ
め
て
成
立
し
た
合

し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
連
合
が
、
そ
の
当
初
か
ら
完
全
な
宗
教
的
統
一

を
実
現
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
た
か
っ
た
。
む
し
ろ
事
態
は
逆
に
連
合
神

の
受
容
に
よ
っ
て
、
一
層
錯
綜
し
た
も
の
と
な
っ
た
と
言
え
る
。
何
故
な
ら
、
あ

と
で
ふ
れ
る
よ
う
に
、
第
一
に
、
連
合
の
構
成
要
素
で
あ
る
各
部
族
内
で
、
既

に
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
を
連
合
神
と
し
て
受
容
す
る
以
前
か
ら
、
固
有
の
神
礼
拝
(
民
族

神
、
部
族
神
礼
拝
)
が
行
わ
れ
て
お
り
、
成
員
は
、
そ
の
伝
統
的
礼
拝
義
務
に
よ

っ
て
拘
束
さ
れ
て
い
た
。
(
口
町
・
同
O
由
・
ほ

H
N
v
z
w
H
ω
白

HHH
・
包
円
。
)
従
っ
て
連
合

神
の
受
容
は
、
差
当
り
、
こ
の
連
合
内
で
礼
拝
秩
序
の
異
な
る
ヤ
ハ
ウ
ェ
礼
拝
と

部
族
(
民
族
)
固
有
の
神
礼
拝
と
の
並
存
を
結
果
す
る
こ
と
と
な
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
更
に
、
第
二
に
は
、
本
来
半
遊
牧
的
小
家
畜
飼
育
層
に
属
し
、
単
純
素
朴
な
文

化
の
所
有
者
で
あ
っ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
諸
部
族
の
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
に
お
け
る
農
耕
定

住
生
活
へ
の
移
行
は
、
必
然
的
に
、
当
地
の
先
住
民
で
あ
り
、
既
に
高
度
の
文
化

を
所
有
し
て
い
た
カ
ナ

γ
人
と
の
接
触
混
交
を
生
じ
、
た
め
に
、
カ
ナ
ン
人
の
聞

北
大
文
学
部
紀
要

で
広
く
崇
拝
さ
れ
て
い
た
沃
地
の
神
、
パ
ー
ル
礼
拝
等
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
間

で
も
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
(
え
・

7
仏
ぬ

ω
一少

H
A
Y
N
F
5
一

。
h

・
2
p
)
連
合
神
ヤ
ハ
ウ
ェ
は
、
一
口
に
言
っ
て
、
沙
漠
の
神
で
あ
り
、
決
し

て
農
耕
文
化
地
帯
の
神
で
な
か
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
連
合
神
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
受
容
は
、
こ
の
連
合
内
に
お
い
て
、
差

当
り
礼
拝
内
容
、
及
び
そ
の
性
格
を
異
に
す
る
民
族
神
、
部
族
(
氏
族
)
神
、
沃

地
農
耕
地
帯
の
神
等
の
礼
拝
の
並
存
を
結
果
す
る
こ
と
に
な
り
、
従
っ
て
、
連
合

神
ヤ
ハ
ウ
ェ
に
対
す
る
礼
拝
団
体
と
し
て
、
は
じ
め
て
統
一
あ
る
共
同
体
を
形
成

し
た
こ
の
連
合
も
、
そ
の
当
初
か
ら
決
し
て
完
全
な
宗
教
的
統
一
を
実
現
し
た
わ

け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
連
合
神
ヤ
ハ
ウ
ェ
礼
拝
は
、
第
一
に
、
パ
レ
ス
テ

ィ
ナ
定
住
以
前
か
ら
各
部
族
内
で
行
わ
れ
て
い
た
伝
統
的
な
神
礼
拝
と
、
第
二

に
、
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
定
住
後
次
第
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
沃
地
の
農
耕
神
礼

拝
と
対
決
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
事
情
の
も
と
で
連
合
神
ヤ
ハ
ウ
ェ
礼
拝
は
、
ど
の
よ
う

に
推
移
し
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
方
向
に
発
展
し
て
行
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
行

(
四
)

論
を
お
っ
て
考
察
し
て
行
き
た
い
。
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S
U吋
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γ
リ
ア
・
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
の
地
方
は
、
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
の
二
大
文
明
地
帯
で
あ
る
メ

ソ
ポ
タ
ミ
ア
平
原
と
ナ
イ
ル
川
流
域
と
を
結
ぶ
地
中
海
岸
ぞ
い
の
一
小
地
域
を
占
め

て
お
り
、
両
文
化
中
心
地
帯
の
陸
橋
と
し
て
の
役
割
を
果
す
べ
き
所
に
位
置
し
て
い

た
。
従
っ
て
、
両
文
化
地
帯
相
互
の
経
済
的
文
化
的
交
流
は
、
こ
の
地
を
通
っ
て
行

な
わ
れ
た
。
こ
の
地
方
で
は
、
紀
元
前
三

0
0
0年
頃
、
既
に
、

H
O
E
S
-巾
B
W
k
tゆ

一
『

O
H
B
r
o
w
C
2
2
u
p
p
m円
門
広

ow
回

Z
F
ω
『
同

HHU
図
。
昨
日
ザ
ペ
巾

E
Y
国
可

E
C♂
民
同
日
目
門
町

等
の
都
市
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
尚
、
ヵ
ナ
γ

問
。
ロ
民
間
口
と

い
う
名
称
は
、
ジ
リ
ア
、
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
の
原
住
民
が
、
己
が
地
域
を
呼
ん
だ
名

で
、
創
世
紀
十
章
に
よ
れ
ば
、
カ
ナ
γ
人
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
以
前
の
南
ガ
ザ
か
ら
北

ア
ル
ワ
デ
、
ハ
マ
テ
迄
の
住
民
を
含
ん
で
い
た
。
(
の

2
・
5
ニ
明
白
石
)
従
っ
て
、
カ

ナ
γ
人
と
い
う
呼
び
名
は
、
決
し
て
単
一
種
族
を
指
し
て
い
る
の
で
な
く
、
多
く
の

種
族
の
総
称
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
は
、
原
始
キ
リ
ス
ト
教
文
献
に

お
い
て
、
当
時
の
聖
書
の
歴
史
的
舞
台
を
記
す
名
称
で
あ
る
。
こ
の
地
方
は
数
次
に



イ
ス
ラ
エ
ル
宗
教
連
合
(
続
〉

宇
野

‘
及
ぶ
ユ
ダ
ヤ
人
の
叛
乱
の
結
果
、
そ
れ
迄
っ
か
わ
れ
て
い
た

E
L
S田
と
い
う
名
を

避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
当
時
の
人
々
が
、
実
質
的
に
「
イ
ス
ラ
エ
ル
の
土

地
」
を
包
括
し
た
戸
l
マ
の
属
州
を
名
づ
け
る
た
め
に

E
-
S
E
E
q
zロ田宮門

戸

g
e
と
い
う
名
を
、
っ
か
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
今
日
迄
使
用
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
名
は
、
当
然
聖
書
に
は
で
て
こ
な
い
。
え
-
H，
ro

d

『町田町回目ロ回件。同国
E

C
吋
山
口
弘
〉
己

g
g
p
o
回
F

F

H

Y

出
・
冨
.
Z
C
H
Y
"

のめ田口
r-nr同即日田同白州
wmwzv-
一uuhpωω
・
H
U
H
U
H
四時・

我
々
は
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
u

礼
拝
が
、
最
初
か
ら
確
乎
と
し
た
、
独
自
な
礼
拝
内
容
を
も

ち
、
部
族
神
、
パ
ー
ル
礼
拝
と
の
角
逐
を
通
し
て
、
こ
う
し
た
独
自
性
を
カ
ナ
γ
の

文
化
地
帯
で
貫
徹
し
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
何
故
な
ら
、
連
合
成
立
時
に

お
け
る
ヤ
ハ
ウ
ェ
礼
拝
の
内
容
は
単
純
素
朴
な
原
始
的
段
階
に
あ
っ
た
と
考
え
る
か

ら
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
諸
部
族
が
、
ヤ
ハ
ウ
エ
を
連
合
神
と
し
て
受
容
す
る
際

に
、
こ
の
神
と
の
聞
に
締
結
さ
れ
た
契
約
の
内
容
は
、

M
-
ウェ
l
パ
l
の
推
論
の

よ
う
に
単
純
な
儀
礼
(
偶
像
な
き
礼
拝
・
割
礼
・
く
じ
に
よ
る
託
宣
)
並
び
に
社
会

的
兄
弟
関
係
の
秩
序
、
戦
争
予
言
の
権
威
、
戦
利
品
の
タ
ブ
l
等
に
過
ぎ
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
。
我
々
は
、
む
し
ろ
、
こ
う
し
た
ま
だ
内
容
の
固
定
し
て
い
な
い
、
素
朴

な
ヤ
ハ
ウ
ェ
礼
拝
の
諸
観
念
、
儀
礼
等
が
、
異
宗
教
と
接
触
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

は
じ
め
て
、
こ
れ
ら
異
宗
教
と
異
な
る
己
が
性
格
を
意
識
し
、
時
代
の
経
過
と
共

に
、
次
第
に
独
自
な
性
格
を
創
造
し
、
そ
の
内
容
を
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
と
考
え

る
。
小
論
は
、
こ
う
し
た
点
を
宗
教
史
学
的
観
点
か
ら
探
求
し
て
行
こ
う
と
し
た
も

の
で
あ
る
。
与
声
認
め
ず

R
ロ
g
〉

E
Z
H
E
g
g
s
u
ω
・
5
R

(
四
)

各
部
族
が
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
礼
拝
と
異
な
る
己
が
固
有
の
神
礼
拝
を
も
っ
て
い
た
こ

と
は
、
ョ
一
ア
ュ
ア
記
二
四
章
の
、
シ
ケ
ム
で
開
催
さ
れ
た
連
合
会
議
の
記
事

(〈
-
H
心
∞
)
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
の
記
事
に
お
い
て
、
ヨ
シ
ュ
ア

は
、
各
部
族
か
ら
集
っ
た
代
表
者
た
ち
に
対
し
、
先
祖
の
神
々
を
捨
て
て
、
ヤ
ハ

ウ
ェ
の
み
を
崇
拝
す
る
か
、
ど
う
か
、
そ
の
決
断
を
促
し
て
い
る
。
こ
の
先
祖
の

神
々
が
、
カ
ナ
シ
の
地
の
神
々
で
な
く
、
古
く
か
ら
各
部
族
に
伝
承
さ
れ
て
い
た

部
族
(
民
族
)
の
神
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
(
宅
し
か
も
、
我
々
は
、

こ
の
記
事
に
お
い
て
、
決
断
を
迫
る
ヨ
シ
ュ
ア
の
激
し
い
口
調
か
ら
、
当
時
に
お

い
て
、
各
部
族
内
で
広
く
部
族
(
氏
族
)
神
礼
拝
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る

の
で
あ
る
。

ま
た
我
々
は
、
サ
ム
エ
ル
記
上
・
二
十
章
六
節
の
記
事
か
ら
、
部
族
〈
氏
族
〉

の
神
礼
拝
が
、
宗
教
連
合
の
時
代
を
通
し
て
尚
存
続
し
て
い
た
こ
と
を
推
測
す

る
。
即
ち
、
こ
L
で
は
、
サ
ウ
ル
王
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
、
ダ
ピ
デ
、
が
、
己
が
氏

族
で
行
わ
れ
る
「
全
家
の
年
祭
」
に
出
席
す
る
こ
と
を
口
実
に
し
て
い
る
の
で
あ

る
が
、
こ
の
「
全
家
の
年
祭
」
が
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
礼
拝
秩
序
に
属
さ
な
い
も
の
で

あ
る
こ
と
は
、
前
後
の
事
情
か
ら
言
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
宅

こ
の
よ
う
に
、
連
合
成
立
後
も
尚
、
部
族
(
氏
族
)
神
礼
拝
が
行
わ
れ
て
い
た

と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
宗
教
連
合
の
成
立
時
の
事
情
か
ら
見
て
、
特
に
怪
し
む
に

足
り
な
い
。
即
ち
、
イ
ス
ラ
エ
ル
連
合
を
構
成
す
る
に
至
っ
た
各
要
素
(
部
族
、

氏
族
)
の
カ
ナ
ン
の
地
へ
の
侵
入
は
、
歴
史
的
に
は
、
旧
約
の
歴
史
伝
承
の
語
る

と
こ
ろ
と
異
な
り
、
同
時
に
で
は
な
く
、
時
代
を
異
に
し
て
、
幾
層
に
も
波
を
な

し
て
行
わ
れ
、
ま
た
彼
等
の
半
遊
牧
的
生
活
か
ら
農
耕
定
住
生
活
、
更
に
、
都
市

定
住
生
活
へ
の
移
行
も
複
雑
な
経
過
を
辿
り
、
定
住
す
る
に
至
っ
た
地
域
に
ょ
っ

(
四
)

て
、
そ
の
生
活
様
式
を
異
に
し
た
。
し
か
も
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
を
連
合
神
と
し
て
受
容

す
る
重
要
な
契
機
と
な
っ
た
エ
ジ
プ
ト
脱
出
時
の
事
件
を
体
験
し
、
連
合
成
立

の
中
核
を
構
成
す
る
に
至
っ
た
も
の
は
、
後
期
に
こ
の
地
へ
侵
入
し
て
来
た
も
の

で
あ
っ
た
。
ヤ
ハ
ウ
ェ
礼
拝
は
i

こ
の
時
は
じ
め
て
、
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
に
も
た
ら

(
豆
}

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
神
は
、
旧
約
文
献
か
ら
(
何
凶

-
m
r
N
C
明
ら
か

な
(
拭
う
に
、
本
来
イ
ス
ラ
エ
ル
人
に
と
っ
て
、
見
知
ら
ぬ
神
に
外
な
ら
な
か
っ

た
。
従
っ
て
、
連
合
の
構
成
要
素
と
な
っ
た
各
部
族
は
、
既
に
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
と
異

な
る
己
が
神
、
及
び
そ
の
礼
拝
秩
序
を
も
っ
て
お
り
、
ま
た
、
カ
ナ
ン
の
地
へ
の

(
七
)

侵
入
に
対
し
て
も
、
夫
々
、
独
自
の
伝
承
を
も
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

更
に
、
連
合
成
立
後
も
、
こ
れ
ら
の
諸
部
族
は
、
各
々
相
互
に
、
地
域
的
に
閉

鎖
的
な
、
独
立
し
た
生
活
を
営
み
、
そ
の
行
動
も
自
主
的
に
行
わ
れ
、
連
合
の
存

{
八
)

立
維
持
に
重
大
な
影
響
の
な
い
限
り
、
連
合
の
名
に
お
い
て
拘
束
さ
れ
る
こ
と
が

な
か
っ
た
。
何
故
な
ら
、
こ
の
連
合
は
、
政
治
的
統
一
体
で
な
く
、
純
粋
な
宗
教

-68 -



連
合
で
あ
り
、
各
構
成
要
素
を
強
制
す
る
よ
う
な
政
治
的
、
軍
事
的
統
一
機
構
、

ま
た
、
連
合
の
名
に
お
い
て
裁
判
を
施
行
す
る
法
廷
も
も
た
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

(
九
}

る
。
勿
論
、
連
合
全
体
に
と
っ
て
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
礼
拝
及
び
そ
の
聖
所
を
守
る
こ
と

は
、
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
あ
と
で
ふ
れ
る
よ
う
に
、
各
部
族
が
、
中
心
聖
所
で

規
則
的
に
行
わ
れ
た
連
合
会
議
合
同
・

5
回目
-
T
ω
〉
に
出
席
し
、
礼
拝
を
行
っ

た
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
そ
こ
で
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
祭
司

が
、
恐
ら
く
純
粋
な
伝
承
を
守
っ
て
い
た
こ
と
も
同
様
疑
う
こ
と
は
出
来
な
い
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
連
合
会
議
に
出
席
す
る
時
を
除
い
て
、
各
部
族
内
で
は
、
己

が
地
域
内
で
、
古
く
か
ら
崇
拝
さ
れ
て
来
た
部
族
(
氏
族
)
神
礼
拝
を
行
っ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
部
族
の
成
員
の
日
常
生
活
に
と
っ
て
、
す
く
な
く
と
も
、
連

合
の
初
期
に
お
い
て
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
礼
拝
よ
り
、
己
が
部
族
内
に
お
い
て
古
く
か
ら

崇
拝
さ
れ
て
来
た
部
族
(
氏
族
〉
神
礼
拝
の
方
が
、
よ
り
重
要
な
意
味
を
も
っ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

〈
一
〉
上
掲
、
イ
九
ラ
エ
ル
宗
教
連
合
、
二
八
頁
以
下
参
照
。

つ
己

Q
・

4〈
・
司

-
E
r片山
mzu
町同

O
B
任。

ω
s
g
k
r
m
o
s

匂

-
M
A昨
uu

Q-
冨・

4
F
r
F
u
g
k
g
t
r
o
T
Pロ
Z
F
8・
5
R

上
掲
、
イ
ス
ラ
エ
ル
宗
教
連
合
、
二
六
、
二
八
、
三
一
頁
註
(
四
)
参
照
。

イ
ス
ラ
エ
ル
人
が
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
を
連
合
神
と
し
て
受
容
す
る
に
至
っ
た
契
機
は
、
エ

ジ
プ
ト
脱
出
に
際
し
て
、
こ
の
神
か
ら
受
け
た
偉
大
な
救
済
行
為
に
よ
る
こ
と
、
ヤ

ハ
ウ
ェ
と
い
う
神
名
が
、
こ
の
時
は
じ
め
て
イ
ス
ラ
エ
ル
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
は
、

旧
約
の
歴
史
伝
承
の
明
瞭
に
語
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
エ
ジ
プ
ト
滞
在
及
び
、
そ
の
脱

出
は
紀
元
前
一
一
一
一
世
紀
頃
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
|
|
こ
の
頃
す
で
に
、
レ
ア
諸
部
族

は
、
パ
レ
ス
テ
ィ
ず
に
定
着
し
て
い
た
|
|
ヤ
ハ
ウ
ェ
礼
拝
を
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
に
も

た
ら
し
た
も
の
は
、
比
較
的
後
期
に
侵
入
し
た
も
の
と
い
え
る
。
え

-Z-zopu

DMM-

。伊丹-
w
ω
ω

・戸、
F

吋∞同・ニ
U
K
戸口
g-
ゲ

上
掲
、
イ
ス
ラ
エ
ル
宗
教
連
合
、
四
一
一
貝
註
(
三
)
参
照
。

ヨ
シ
ュ
ア
記
一
1
l
十
二
章
迄
の
伝
承
に
つ
い
て
、

M
-
ノ

1
ト
は
、
次
の
よ
う
な
見

解
を
下
し
て
い
る
。
即
ち
、
こ
の
伝
承
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
全
体
の
出
来
事
を
取
扱
っ

た
も
の
で
な
く
、
特
に
、
ェ
プ
ラ
イ
ム
の
伝
承
と
見
な
さ
れ
る
個
所

G
g
-
H
O
H
H
F
)

ガ
リ
レ
ア
の
伝
承
(
円
U
F
Z
ニ
ご
を
除
け
ば
、
ベ
ニ
ヤ
ミ
シ
の
出
来
事
に
関
す
る

叙
述
で
あ
る
。
他
の
諸
部
族
も
恐
ら
く
己
が
固
有
の
土
地
占
居
の
伝
承
を
夫
々
も
つ

。
}
馬
町
民
田
口
山
H
U
J
H
U
U
吋
w

(
一
ニ
)

(四〉
(五〉

(
中
ハ
〉

(
七
)北

大
文
学
部
紀
要

(
八
)

て
い
た
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
諸
部
族
の
伝
承
は
、
旧
約
聖
書
の
編
纂
に
お
い
て
、

イ
ス
ラ
エ
ル
全
体
の
文
化
地
帯
の
征
服
と
い
う
共
通
の
観
点
か
ら
排
除
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
、
と
。

5
H門
】

よ

ωω
・吋
M

同・

一
例
を
あ
*
け
れ
ば
、
土
師
記
一
九
章
|
二
十
章
に
お
け
る
レ
ピ
人
に
対
す
る
ベ
ニ
ヤ

ミ
γ
人
に
よ
る
客
人
法
の
違
反
。
前
掲
、
イ
ス
ラ
エ
ル
宗
教
連
合
、
三
七
頁
参
照
。

上
掲
、
イ
ス
ラ
エ
ル
宗
教
連
合
、
三
五
、
コ
一
七
頁
参
照
。

(
九
)

さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
連
合
内
で
尚
根
強
く
、
部
族
(
氏
族
)

固
有
の
神
礼
拝
が
行
わ
れ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
部
族
(
氏
族
)
神
礼
拝

と
は
、
本
来
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
聞
に
対
し
て
、
我
々
は
、
今
日
の
旧
約
文
献
か
ら
、
直
接
明
瞭
な
解

容
を
得
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
何
故
な
ら
、
今
日
の
旧
約
諸
伝
承
は
、
後
代
の
編

纂
に
か
L
わ
る
も
の
で
あ
り
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
礼
拝
に
基
づ
く
イ
ス
ラ
エ
ル
の
統
一
、

イ
ス
ラ
エ
ル
全
体
の
カ
ナ
ン
の
土
地
取
得
と
い
う
明
瞭
な
意
図
の
も
と
に
、
既
存

の
断
片
的
諸
資
料
に
、
修
正
、
補
充
等
を
加
え
て
、
し
か
も
、
長
期
に
亘
る
何
回

か
の
編
纂
を
繰
返
し
て
出
来
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
部
族
神
礼
拝
の
内
容
等

に
つ
い
て
全
然
ふ
れ
て
お
ら
ず
、
僅
か
に
そ
の
痕
跡
を
あ
と
づ
け
得
る
に
過
ぎ
な

い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
今
日
の
旧
約
伝
承
の
あ
り
方
か
ら
見
る
時
、
我
々
は
、
も
は
や
個

々
の
部
族
(
氏
族
V

神
の
内
容
等
を
個
々
の
点
に
亘
っ
て
知
る
こ
と
は
出
来
な
い

わ
け
で
あ
る
が
、
今
、
こ
う
し
た
痕
跡
を
創
世
記
の
族
長
伝
承
か
ら
取
り
あ
げ
、

部
族
(
氏
族
〉
神
礼
拝
が
、
本
来
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
検
討
し
て
行
き

二、。

中
h
I
V今
日
の
「
モ

l
セ
六
書
」
の
構
造
に
お
い
て
、
族
長
伝
承
の
占
め
る
位
置
は
、

一
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
歴
史
と
信
仰
が
、
族
長
ア
ブ
ラ
ハ
ム
と
共
に
は
じ
ま
っ
た
こ

と
。
二
、
カ
ナ
ン
の
諸
聖
所
に
お
い
て
族
長
に
顕
現
し
た
神
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
神

に
外
な
ら
な
い
こ
と
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
諸
聖
所
は
、
本
来
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の

-69-

(口町・の

8
・
H
N
H
P
ω
印

H
N
W
A
F
W
H
N
・∞
L
ω
ぃ

ω
w

日山∞
υ
H
H
E
N
N
U

ω
切
い
ゲ

ω
"

少
、
ア

N
H
H
N
M
R
-
w
N
G
h
N
ω
R
W

品。い]戸
a
h
F
H
ω

口一戸∞
w
]
戸∞
U

]

「出・〉

も
の
で
あ
る
こ
と
。

三
、
イ
ス



イ
ス
ラ
エ
ル
宗
教
連
合
(
続
)

宇
野

ラ
エ
ル
諸
部
族
の
カ
ナ
ン
の
文
化
地
帯
の
土
地
取
得
と
、
そ
の
地
で
の
繁
栄
は
、
既

に
、
神
が
族
長
ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
イ
サ
ク
・
ヤ
コ
ブ
に
対
し
て
な
し
た
約
束
(
の

g-

HNHH'ωuHω
二
Y
H
ω
E
H
G
V
H∞
υH∞同
-uH印
い
叶

aHNV
一{吋

e
N
H
W
N
G
H
N
E品
w
N∞
υHωaHωw

ω切口同比・

2
n・
〉
の
成
就
に
外
な
ら
な
い
こ
と
等
を
主
張
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
族
長
伝
承
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
諸
部
族
の
、
神
ヤ
ハ
ウ
ェ
の

導
き
に
よ
る
カ
ナ

γ
の
土
地
取
得
と
、
こ
の
地
で
の
繁
栄
の
前
史
と
し
て
、
明
瞭

な
位
置
を
占
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
伝
承
の
編
纂
者
達

(
J
-

E
・
p
)
に
と
っ
て
、
族
長
に
顕
現
し
た
種
々
な
る
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
神
!

吋
-
ω
r同仏門
F
1
(の
mロ
-HJ可
HHWAHMW
一
H
A
H
w
a
n
-
)
d
-
同
q
oロ
(
の
白
ロ
・

]
E
H
H∞
E

NAH)
吋
-
A
O
E
B
(の白ロ
-
N
H
H
ω
ω
)
同
-
問
。
曲
目
(
の
mwHH・
5
一
民
)
吋
-
回
目
門
}
ぺ
m-

〈の
g
・
出
口

H
ω
W
8
H
3
1
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
神
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
に
外
な
ら
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
既
述
の
よ
う
に
、
連
合
神
ヤ
ハ
ウ
ェ
は
後
期
に
こ
の
地
に
侵
入
し
て

来
た
要
素
が
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
若
し
、
族
長
伝
承
が
そ
の

背
後
に
何
程
か
歴
史
的
事
実
を
秘
め
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
神
々

は
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
と
異
な
る
も
の
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
て
、
そ
れ
で
は
、
族
長
伝
承
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
神
々
の
名
称
は
、
我
々
に

一
体
何
を
告
げ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

我
々
は
、
族
長
伝
承
に
お
い
て
、
族
長
に
顕
現
し
、
族
長
に
崇
拝
さ
れ
た
神
々

を
、
そ
の
名
称
に
従
っ
て
、
大
き
く
二
つ
の
型
に
分
類
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
即

ち、
一
、
吋
-(ω
「剛丈富田司、
rnHWH可
c
p
冷

c
z
s
v
閉山
c
d

の
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
る

型。
二
、
ぶ
g
r
b
u田
町
p
r
ω
B
「
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
神
h
u
m
-。
r
b
u忌
r
z
「
イ
サ
グ
の

神
」
(
の
g
-
N∞一
E
w
ω
H
H
b
u
g
H
H
S
、
並
び
に
、
司
岱
包

J
E
m
r
z
「
イ
サ
グ

の
か
し
こ
む
も
か
日
ハ
の
自
・

ω
H
h
b
v
u
ω
)
、切担げ山門

g
n
i
oゲ
「
ヤ
ー
ナ
の
全
能
者
」

(
c
g・
邑
日
立
)
等
の
よ
う
に
、
族
長
の
名
前
と
密
接
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
呼

ば
れ
て
い
る
型
で
あ
る
。

一
、
の
雨
戸
か
ら
検
討
し
て
行
こ
う
。

(一一一)

同
-
と
い
う
神
名
、
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
間
で
、
特
に
そ
の
初
期
に
お
い
て
、

一
般
に
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
人
名
の
う
ち
こ
の
名
を
含

ん
で
い
る
者
が
多
い
こ
と
か
ら
も
推
測
で
き
る
。
例
え
ば
、
目
印
rgmwfum--:
冨

a

v何
-
(
の
O門3
r
g♂
同

-FEU
白
ゲ
「
:
・
冨
uー
の
O門
同
町
田
同
担
任
2
H
O
B
P

メτ
自
に
巳
:
・

(
四
)

(、
H
d目
。
。
門
目
。
。

B
U
1
F
宮
内
町
包
!
日
目
。
。
仏
(
吉
宮
内
)
等
で
あ
る
。
吋
国
A
A
O
ゲ
Y

J門戸田
r
z
も、

J円白河
ρoσ}Tum--:
冨
品
同
日
匂
E
Z
2
u
J同日目
r
Z
E
U己
:
・
呂
田
可
同
-

(
五
)

明
日
己

m
Q
2
0
2
E可
毛
Oロ
B
m
S
B
M
N
岳印
R
2
m〉
の
短
縮
形
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
こ
の
よ
う
な
神
名
エ
ル
と
結
び
つ
い
た
人
名
が
、
ひ
と
り
イ
ス
ラ
エ
ル
人
に

限
ら
ず
、
西
ア
ジ
ア
の
セ
ム
族
の
闘
で
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
マ
リ
文
書
(
前

十
八
世
紀
頃
)
の
中
に
出
て
く
る
人
名
、
例
え
ば
、

HrEσ
・伺

f
r町
己
ぴ
土
ぺ
}
等

か
ら
も
推
測
出
来
る
。

更
に
、
こ
う
し
た
吋
日
は
、
人
名
の
み
で
な
く
、
カ
ナ

γ
の
古
き
地
名
に
も
出

て
く
る
。
例
え
ば
、

Jへ
戸

σ
ロ巾
E
t
-
-
-
F
2
丙
-
ゲ
己
E
G
g
-
E
一
H
H
)
w
J
E司
E
R
r
-

wm-:-FmHWHw-OMM巾ロ(旬。∞・

]
E
H
H
A
F
N吋
Y
J口
N

門
出
〈
己
:
-
F
E
w剛山
-
m。d
司

(

』

cm・

5
一旬。
)w
宮
町
仏
国
ナ
vo--:
、H，r
o
Z
当
日

C同
吋
-
Q
C∞-
H
U
・
ω∞
Y

回
27av巳:・

叶
『
白
血
σ
。仏
P
。
同
町
田
口
三
口
同
門
司
(
の
巾
口
-
N∞

ι∞
v
H
S
W
H
V
mロロ
au巳
:
-
H，r
巾
同
田
口
問

。
で
巴
ハ

C
B
-
S
一
臼
)
等
々
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
名
は
、
い
ず
れ
も
、
イ
ス

(
七
)

ラ
エ
ル
諸
部
族
の
侵
入
以
前
か
ら
存
在
し
た
古
き
カ
ナ
ン
の
地
名
で
あ
っ
た
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
我
々
は
、
吋
-
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
連
合
成
立
、
恐
ら
く
、

カ
ナ
ン
侵
入
以
前
か
ら
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
聞
で
、
更
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
に
限
ら

(
八
)

ず
、
古
代
セ
ム
族
の
間
で
、
神
の
名
称
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。
従
っ
て
、
今
日
の
伝
承
に
お
い
て
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
に
外
な
ら
な
い
と
さ

れ
て
い
る
、
種
々
な
る
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
神

-
d
-
は
、
本
来
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
と

全
く
異
な
る
神
を
指
し
て
い
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
そ
れ
で
は
、
族
長
伝
承
に
お
け
る
前
述
の
吋
戸
田
宮
住
宅
片
「
全
能
な

-70 -



神
」
吋
て
己
曲
目
「
永
遠
の
神
」
吋
で
巴
ヨ
ロ
「
い
と
高
き
神
」
等
は
、

ル
人
に
と
っ
て
、
い
か
な
る
神
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

カ
ナ

γ
人
(
フ
ェ
ニ
キ
ヤ
人
〉
の
間
で
崇
拝
さ
れ
た
万
神
殿

(
E
E
r
gロ
〉
に

お
い
て
、
最
高
神
は
、

2
・
d
-
と
呼
ば
れ
た
こ
と
が
、
ラ
ス
・
ジ
ャ
ム
ラ
文
書

(
九
)

(
g
-
E
C
C
切・
(
U
・
)
か
ら
明
ら
か
と
な
っ
た
。

W
-
F
・
オ

l
ル
ブ
ラ
イ
ト
は
、

両
て
巴
可
。
ロ
¥
巴

m
E
注目
1
と
呼
ば
れ
た
神
は
、
ラ
ス
・
シ
ヤ
ム
ラ
文
書
の
、

父
・
エ
ル
と
全
く
同
じ
く
、
最
高
神
と
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
人
に
よ
っ
て
崇
拝
さ
れ

2
0
)
 

た
と
し
、
更
に
、
父
勺
一
巴
)
、
母
(
巴
三
ま
た
は
〉
口
問
。
子

3
E門
広
間
半

冨
。
ロ
ロ

S
5
0ロ
σ)
の
一
一
一
一
神
よ
り
な
る
司
自
任
問
。
ロ
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
初
期

の
民
間
宗
教
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
確
か
に
、
伝
承
に
あ
ら

わ
れ
て
く
る
「
全
能
な
神
」
「
永
遠
の
神
」
「
天
地
の
所
有
者
色
ロ
p
m
r
u
B
4
5

者
仰
が
吋
g
で
あ
る
い
と
高
き
神
(
の
g
-
E
u
s
w
N
N
)
」
等
の
称
号
は
、
こ
の
神

が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
に
よ
っ
て
、
最
高
の
地
位
と
権
威
を
も
っ
神
と
し
て
崇
拝
さ

れ
た
こ
と
を
推
測
せ
し
め
る
。
し
か
し
、
今
日
の
旧
約
伝
承
で
は
、
エ
ル
は
、
も

は
や
、
特
定
の
神
を
指
す
固
有
名
詞
と
し
て
で
な
く
、
一
般
に
、
神
を
意
味
す
る

言
葉
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
も
、
エ
ル
は
、
カ
ナ
ン
の

古
き
地
方
的
諸
聖
所
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
お
り
、
相
互
に
関
連
を
も
た
な
い
個

々
の
物
語
の
う
ち
に
出
て
く
る
に
過
、
き
な
い
。
従
っ
て
、
我
々
は
、
エ
ル
神
崇
拝

の
具
体
的
な
内
容
、
更
に
は
、
エ
ル
礼
拝
が
、
か

L
る
も
の
と
し
て
、
イ
ス
ラ
エ

ル
諸
部
族
内
で
行
わ
れ
た
か
、
ど
う
か
等
に
つ
い
て
何
等
知
る
こ
と
が
出
来
な
い

の
で
あ
る
。

(一

)

Q
・
。
・
〉
・

ω即
日
間
】
明
。
ロ
・
吋
宮
何
日
目
可
吋
E
ι
E
o
s
c同
rso--
室
。
宮
M
P醤
w

同省・

5
R・出・
4
〈・河
C
Eロ
g
p
吋
Z
c
E
吋
g
s
s
S
F
H吋
ω
F
E
r
-口
問
自
仏

冨
g
Eロ
m
w
5
3
w
喝・

MFD・ζ
・
2
0
H
Y
C℃・

n
F
ω
・
-oa・

MM国
「
包
は
邦
訳
モ
「
か
し
こ
む
者
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
英
訳
の
吋

Z

匂

g
H
に
あ
た
る
。
し
か
し
、
最
近
の
学
説
で
は
、

Hvmy白
色
は
同
吉
田

5
8
の
意
と

さ
れ
て
い
る
。
ぇ
・
当
・
可
-
K富山間
F
a
-
n
F
-
v
-
M品∞
-
H
-
F
-
m
r
y
〉

出
E
o
q
c同]田岡田内
f
H
U臥
0

・唱

-S-

Q-
者・

H--Kσ
巳
mrHU
。
-v・口
F

3
・
M品品開・

イ
ス
ラ
エ

月一一)

(
三
)

北
大
文
学
部
紀
要

(

四

)

(

五

)

〔

リ

同

-F-pwMM-MAG-

(
六
)
円
以
・
冨
-
Z
2
y
y
pユ
ロ
ロ
L
H
m
s
o
y
(の
g
口
E
n
r
g
cロハ
Hkrrmm
吋
g
g
B
S
F

問
。
岡
田
口
出
問
。
間
各
自
〈
Oロ
の
・

HWσ
己目ロ
m
u
-
3
3
ω
・
-uhp・

こ
の
論
文
に
お
い
て
、

M
・ノ
l
ト
は
、
マ
リ
文
書
の
人
名
を
分
析
す
る
こ
と
か

ら
、
己
三
が
神
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
両
河
地
方
の
西
セ
ム
族
の
聞
で
、
一

般
に
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
論
証
し
て
い
る

0
3・
5
e
更
に
、
族
長
、
ァ
ブ
ラ

ム
、
ィ
サ
グ
、
ャ
コ
ブ
、
(
イ
ス
ラ
エ
ル
〕
が
、
同
様
に
西
セ
ム
族
の
典
型
的
な
名
前

で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

(
ω
ω
-
E
N
R
-
z
a
)
門
戸
者
向
田
昨
日
吉
田
同
町
門

田
町
円
。
己
円
曲
目
〉
己
S

S

F何回目
r
F
H
Y
M
U・

(七〉

Q-
者
・
。
-HW・。
2
Zユ
ミ
同
豆
、
HJ
同
・
列
島
区
E
P
E
o
r
s当
初
丘
町
包

o
p

-
泊
四

uwHM・
uu-kr・
HKDL凹
w
H
E
S
F
H，『田口
ω
日間件。仏ゲ可

ω・
国
・
出
c
o
r
p
-巾
wuuwMM・

-Mhrz.
ニ・

(
八
)
カ
ナ
ン
人
は
、
創
世
記
一

0
・
六
で
は
、
ハ
ム
族
(
ク
シ
・
ミ
ツ
ラ
イ
ム
・
プ
テ
)

に
属
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ヵ
ナ
γ
人
は
、
人
種
的
に
は
セ
ム
族
で
あ

る
。
門
町
・
巧
何
回
円
B
E
m
g同
国
5
2
-
z
-
〉己
g
g
p
o
国

HEOW]M-Ma・

(

九

)

〔

U同・】・

3
5
m
g
w
F
F
m
z
h円
。
自
任
命
〉
ロ
2
0ロ
門
司
国
田
7
5
u
-
u
E
ι
・
工
品
開
・

ん『・∞
-
H
J
X口}岡田岡門「〉
R
r
s
c
-
o間
可
回
ロ
《
凶
手
刊
。
広
吋
g
g
g
o
E
w
-
u
u∞
u}U]ν
・

円(〕品同・

(一

O
)
円
以
・
巧
・
司
・
匡
E
由

r
y
c口・口伊丹
J
司
-MU--

(二
)
Q
-
玄
・
君
。
ゲ
R
C
}》
-nXJω
・
示
uu
〉口
HHM-u・

三
二

)

Q
・
4
〈・司
-
E
E
m
r
y
a・
5
・w
司
-
Mミ・

(
一
三
〉
例
え
ば
、
己
て
o
z
s
は
、
ベ
エ
ル
ジ
パ
の
聖
所
(
の
g
-
M
-
H
U
3
d
-
吋
守
口
口

は
、
ェ
ル
サ
レ
ム
の
聖
所
(
の

8
・
エ
ニ
ポ
M
-
)

吋
]
河
口
」
は
、
ヵ
デ
シ
と
ベ
レ
デ
の

間
に
あ
る
聖
井

(
C
S
・
-m
ニ
u'E)
吋
-
∞
え
て
乙
は
、
ベ
テ
ル
の
聖
所
(
の

g-

u-
ニ
uuuuH
吋
)
口
問
・
ヨ
・
0
・
開
・
。
2
5
-
a
g仏
吋
・
国
・
同
o
Eロ
g
p
c℃・ロー
-w

HV-E-
創
世
記
十
四
・
十
人
以
下
の
記
事
で
ア
ブ
ラ
ハ
ム
が
所
有
物
の
十
分
の
一
を

納
め
た
サ
レ
ム
の
王
メ
ル
キ
ゼ
デ
ク
は
、
い
と
高
き
神
の
祭
司
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
エ
ル
サ
V

ム
の
聖
所
の
神
は
、
当
時
こ
う
し
た
称
号
で
崇
拝
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
。
我
々
は
こ
こ
か
ら
、
一
般
に
カ
ナ
γ
の
在
来
の
聖
所
の
神
も
こ
う
し
た
称

号
で
呼
ば
れ
て
い
た
と
考
え
る
。

~. 71 -

さ
て
、
そ
れ
で
は
第
二
の
神
名
の
型
で
あ
る
、
「
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
神
、
イ
サ
ク

の
神
、
ヤ
コ
ブ
の
神
」
「
イ
サ
ク
の
か
し
こ
む
者
」
「
ヤ
コ
ブ
の
全
能
者
」
の
よ
う

に
、
族
長
の
名
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
あ
ら
わ
れ
る
神
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

今
日
の
族
長
伝
承
に
お
い
て
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
う
し
た
神
も
勿

論
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
我
々
は
、
こ
う
し
た
神
が
、
本



イ
ス
ラ
エ
ル
宗
教
連
合
(
続
)

宇
野

来
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
と
異
な
る
神
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
修
正
、
挿
入
を
加
え
て
改
纂
さ

れ
た
今
日
の
伝
承
か
ら
も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
創
世
記
三
一
章
の
ヤ

コ
ブ
と
ラ
パ

γ
の
物
語
に
お
い
て
、
二
人
が
平
和
裡
に
和
解
し
、
相
互
に
誓
約
を

交
し
た
時
、
ラ
バ

γ
は
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
「
ど
う
か
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の

神
、
ナ
ホ
ル
の
神
、
彼
等
の
父
の
神
が
わ
れ
わ
れ
の
聞
を
さ
ば
か
れ
る
よ
う
に
」

ハ〈・

8
ろ
と
。

(
J
)
こ
の
個
所
は
、
ギ
リ
シ
ア
語
七

O
人
訳
で
は
、
次
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
伽
同
祖
師
E
h
h
w
E
R
h
H
h
a
~
b
⑤
忠
由
同
RHHSも
喜
吉
伸
吋

hrR

hh凪
q
S
4
V乍
hhE
即
ち
、
複
数
の
主
語
を
単
数
の
述
語
、
さ
さ
丸
で
受
け
て
い
る
。

ま
た
、
マ
ソ
ラ
テ
キ
ス
ト
で
は
、
ぶ
g
r
b
w白
σ円即日戸
MV544mV5rb

ロm
任
命

同
町
佐
官

2
5宮
台
Duo-orbw
阻害
F
O
B
即
ち
、
複
数
の
主
語
を
複
数
の
述
語

三
佐
官
宮
で
受
け
て
い
る
代
り
に
、

t
p
b
u同
Z
Z
B
「
彼
等
の
父
の
神
」
を

加
え
て
い
る
。
更
に
、
サ
マ
リ
ア
五
書
で
は
、
ぶ
5
r
b
〆
FM-rMHHH阿
君

mu-orb

白書。円山可山田

S
忠
志
ロ
E
p
t。
rbw田
町
m
g
g
即
ち
、
複
数
の
主
語
を
単
数
の
述

語
乱
回
}
6
2
で
受
け
、
更
に
、
正
。
r
b
w同
-uHMES
「
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
神
」
を
加

え
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
不
自
然
な
文
体
で
あ
る
。
今
こ
れ
ら
の
文
体

を
比
較
す
る
時
、
我
々
は
明
瞭
に
聖
書
記
者
の
意
図
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
即

ち
、
ギ
リ
シ
ア
語
訳
で
単
数
形
の
述
語
毛
ミ
丸
を
使
用
し
て
い
る
の
は
、
親
族

関
係
に
あ
る
ヤ
コ
プ
と
ラ
パ
ン
の
父
の
神
が
、
同
一
の
神
で
あ
る
こ
と
を
、
マ
ソ

ラ
テ
キ
ス
ト
の
「
彼
等
の
父
の
神
」
は
、
両
者
の
神
の
同
格
で
あ
る
こ
と
を
、
更

に
サ
マ
リ
ア
五
書
で
は
、
両
者
の
神
が
、
同
一
の
神
、
即
ち
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
神
で

あ
っ
た
こ
と
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
読
者
に
、
両
者
の
神
が
結
局
ヤ
ハ
ウ
ェ
に

{
四
)

外
な
ら
な
い
こ
と
を
理
解
さ
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
を
知
る
。

恐
ら
く
、
「
彼
等
の
父
の
神
」
を
取
除
い
た
マ
ソ
ラ
テ
キ
ス
ト
の
本
文
「
ど
う

か
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
神
、
ナ
ホ
ル
の
神
が
わ
れ
わ
れ
の
聞
を
さ
ば
か
れ
る
よ
う
に
」

が
、
原
史
料
に
よ
り
近
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
上
述
の
、
単
数
形
の
述

語
、
附
加
語
(
彼
等
の
父
の
神
、
ア
プ
ラ
ハ
ム
の
神
)
は
、
ヤ
コ
ブ
の
父
祖
の

神
、
ラ
パ

γ
の
父
祖
の
神
を
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
と
同
一
の
神
と
し
よ
う
と
す
る
明
白
な

意
図
の
も
と
に
、
修
正
さ
れ
、
補
充
さ
れ
た
も
の
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ

o
 

h
内
ノ

長

我
々
は
、
以
上
の
よ
う
な
考
察
か
ら
、
こ
の
伝
承
の
背
後
に
、
古
代
の
契
約
締

結
行
為
を
反
映
し
て
い
る
よ
り
古
い
原
史
料
の
存
在
し
た
こ
と
を
推
測
す
る
。
即

ち
、
ヤ
コ
ブ
と
ラ
パ
ン
の
誓
約
は
、
ヤ
コ
ブ
も
ヲ
パ

γ
も
、
古
代
の
慣
習
に
従
っ

て
、
各
々
自
己
の
父
祖
の
名
で
崇
拝
さ
れ
て
い
た
神
を
契
約
の
保
証
者
と
し
て
立

て
、
そ
れ
を
指
し
て
誓
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と

は、

E
史
料
、
が
、
ヤ
コ
ブ
は
「
父
イ
サ
ク
の
か
し
こ
む
者
に
よ
っ
て
誓
っ
た
」

(〈

-
g
S
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
更
に
明
瞭
に
読
み
取
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
こ
こ
か
ら
、
我
々
は
、
一
、
ヤ
コ
ブ
も
ラ
パ
ン
も
、
各
々
父
祖
の
名
と
結
び

つ
い
た
神
を
礼
拝
対
象
と
し
て
も
っ
て
い
た
こ
と
、
二
、
両
者
の
契
約
は
、
「
わ

た
し
の
一
族
と
あ
な
た
の
一
族
」
(
〈
・

ω
3
が
示
す
よ
う
に
個
人
間
の
契
約
で
は

な
く
、
両
人
に
属
す
る
、
ま
た
は
、
そ
の
指
導
下
に
あ
る
集
団
(
家
・
氏
族
・
部

族
)
を
共
に
拘
束
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
三
、
こ
う
し
た
神
々
は
、
単
に
契

約
の
保
証
者
に
と
H
A

ま
ら
ず
、
「
わ
た
し
の
父
の
神
は
わ
た
し
と
共
に
お
ら
れ
る
」

(
〈
・
巴
「
わ
た
し
の
父
の
神
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
神
、
イ
サ
ク
の
か
し
こ
む
者
が

わ
た
し
と
共
に
お
ら
れ
な
か
っ
た
な
ら
あ
な
た
は
き
っ
と
わ
た
し
を
か
ら
手
で
去

ら
せ
た
で
し
ょ
う
」
(
〈

-
b
)
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
本
来
こ
う
し
た
集
団

(
家
・
氏
族
・
部
族
)
の
守
護
神
で
あ
っ
た
こ
と
等
を
知
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

ラ
パ
ン
(
ア
ラ
ム
人
)
、
が
同
型
の
神
を
も
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
我
々
は
更
に
こ

う
し
た
現
象
が
、
ひ
と
り
イ
ス
ラ
エ
ル
人
に
特
有
の
も
の
で
な
く
、
恐
ら
く
古
代

セ
ム
族
遊
牧
民
の
聞
に
屡
々
見
ら
れ
た
現
象
で
な
か
っ
た
か
と
考
え
る
。

さ
て
、
そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
族
長
の
名
と
結
び
つ
い
て
あ
ら
わ
れ
て
く
る
神

々
は
、
本
来
い
か
な
る
神
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

(
五
)

こ
う
し
た
聞
に
対
し
て
、

A
・
ア
ル
ト
が
明
確
な
解
答
を
与
え
た
。
我
々
が
前

述
の
伝
承
か
ら
予
想
し
た
よ
う
に
、
ア
ル
ト
は
、
ナ
パ
テ
ア
碑
文
等
と
、
族
長
伝

承
と
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
神
々
が
も
g
ω
3
H叶
も
也
ミ
と
し
て
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古
代
セ
ム
族
の
遊
牧
諸
部
族
(
氏
族
)
の
聞
に
見
出
さ
れ
る
明
瞭
な
宗
教
史
的
タ

イ
プ
に
属
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
う
し
た
神
々
は
、

後
世
イ
ス
ラ
エ
ル
諸
部
族
を
構
成
す
る
に
至
っ
た
諸
氏
族
が
、
土
地
取
得
以
前
、

沃
地
文
化
地
帯
周
辺
の
草
原
地
帯
を
遊
牧
し
て
い
た
時
、
族
長
に
顕
現
し
、
族
長

と
人
格
的
、
契
約
的
関
係
を
結
び
、
そ
の
氏
族
の
守
護
神
と
な
り
、
そ
の
子
孫
か

ら
、
か
与
る
も
の
と
し
て
族
長
の
名
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
崇
拝
さ
れ
た
神
々
に
外

な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
族
長
は
こ
う
し
た
神
の
啓
示
受
容
者
で
あ

り
、
礼
拝
の
創
始
者
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。
今
日
の
伝
承
に
お
い
て
系
譜
的
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
ア
ブ
ラ
ハ
ム
、
イ
サ
グ
、
ャ
コ
ブ
は
、
本
来
相
互
に
関
係
の
な

い
、
夫
々
異
な
る
神
の
啓
示
受
容
者
で
あ
り
、
礼
拝
創
始
者
で
あ
っ
た
。
恐
ら

く
、
後
世
、
イ
ス
ラ
エ
ル
を
構
成
す
る
に
至
っ
た
諸
要
素
は
、
カ
ナ
ン
侵
入
後
も

夫
々
こ
う
し
た
固
有
の
神
礼
拝
を
行
い
、
そ
の
礼
拝
伝
承
を
も
っ
て
い
た
こ
と
と

(
七
)

思
わ
れ
る
。
彼
等
は
、
カ
ナ
ン
の
諸
聖
所
と
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
己
が
固

有
の
礼
拝
伝
承
と
、
当
該
聖
所
の
聖
所
伝
説
と
を
融
合
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
今
日
の
伝
承
の
伝
え
る
「
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
神
」
は
、
そ
の
始
め
、

こ
う
し
た
要
素
の
成
員
か
ら
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
と
い
う
歴
史
的
人
物
の
名
の
も
と
で

崇
拝
さ
れ
、
そ
の
礼
拝
要
素
が
新
移
住
地
の
聖
所
に
移
し
植
え
ら
れ
、
そ
の
礼
拝

が
死
滅
し
た
後
、
連
合
神
ヤ
ハ
ウ
ェ
を
指
す
も
の
と
し
て
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
礼
拝
に
お

い
て
も
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
名
称
で
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ

れ
と
同
時
に
、
こ
の
礼
拝
の
う
ち
に
伝
承
さ
れ
て
い
た
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
人
物
像
も

長
く
記
憶
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

(
八
)

る
o

今
日
の
伝
承
に
お
い
て
、
イ
サ
ク
は
ベ
エ
ル
シ
パ
の
聖
所
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム

は
、
マ
ム
レ
の
聖
所
、
ヤ
コ
ブ
は
「
ヨ
セ
フ
の
家
」
の
定
住
す
る
に
至
っ
た
地
域

{
九
}

の
諸
聖
所
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
我
々
は
、
以
上
の
考
察
か

ら
、
こ
う
し
た
聖
所
伝
説
と
ヤ
ハ
ウ
ェ
信
仰
と
の
結
合
は
、
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
の

(

一

O
)

礼
拝
史
に
お
い
て
比
較
的
後
期
に
行
わ
れ
た
と
考
え
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
時
、
我
々
は
、
明
ら
か
に
次
の
よ
う
に
言
う
こ
と
が
出

北
大
文
学
部
紀
要

来
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
シ
ケ
ム
の
連
合
会
議
に
お
い
て
、
ア
に
よ
っ

て
、
各
部
族
の
代
表
者
達
に
対
し
て
捨
て
る
こ
と
を
迫
ら
れ
た
「
先
祖
の
神
々
」

と
は
、
ま
さ
し
く
こ
う
し
た
族
長
の
名
と
結
び
つ
い
て
各
部
族
内
で
崇
拝
さ
れ
て

い
た
神
々
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
と
。

ヨ
ジ
ユ

(
一
〉
(
二
)
わ
同
・
】
・

ω
Eロ
ロ
ぬ
ア
〉
〔
U
H

山江口問】同ロ門田

のめロめ
m
u
u
(円
。
・
。
・
)
-
巾
uuaw
同》・品
()M-

(
三
)
例
え
ば
、
マ
ソ
ラ
テ
キ
ス
ト
の
「
彼
等
の
父
の
神
」
の
彼
等
は
、
ャ
コ
ブ
と
ラ
パ
γ

を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
ラ
パ
シ
が
い
っ
た
と
す
れ
ば
不
自
然
で
あ
る
。
ま
た

複
数
の
主
語
を
単
数
の
述
語
で
受
け
る
の
は
文
法
的
に
不
自
然
で
あ
る
。

(
四
)
門
以
・
〉
-
E
Y
ロ
2
C
0
2
L
R
J
1出件。吋

(
S
M
S
w
関}閉山口。

ω
ロF
5
0ロ
E
H

。巾
mnr日n
y
Z
4
0
-
r
m
m
H
m同州
wo--HW刊日
山
門

OH
∞同ロ門
y
-泊
四
百

wωω
・日
A

山内・

(五
)
E
p
g
-
Z伊

(uh・
冨
-
Z
D
F
o
g
n
r
r
r
g
r
g
o
F
ω
・

5
・
芦
司
・

kr-ゲ
ユ
開

ryCHM-
己
?"HVMM-uh由
MVMAF∞・

(
六
)
門
以
・
〉
・
〉
-yo-M-n-fω-hp吋・

(
七
)
イ
ス
ラ
エ
ル
諸
部
族
内
で
多
く
の
族
長
が
伝
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
今

日
の
伝
承
に
お
い
て
、
た
だ
ア
ブ
ラ
ハ
ム
、
イ
サ
夕
、
ャ
コ
ブ
の
み
が
伝
え
ら
れ
て

い
る
の
は
「
モ
l

セ
五
書
」
の
形
成
が
特
殊
な
経
過
を
辿
っ
て
行
な
わ
れ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
口
町
・
呂
・

2
D
F
W
C同)・己
?"ω
・ご∞・

(八
)

(

U

同
・
〉
・
〉
-YO}u・
2
f
ω
・ぉ・

(九
)
Q
-
E
L
-
u
ω
ω
・
沼
南
・

円一
O

)

(

U

円
。
・
〈
・
岡
山
主
唱
の
m
g
B自己件。

ω
Z念。ロ

N
E
B
〉】件。ロ吋
2
E
B
S
F
(巴回目

同

C円同
HMmmm口
r
W
E
-
-
n
r。司
g
r
r
B
【
同

g
出
OHmEOE口
y
s
u
g
s
u
∞w
∞-
A
5・

こ
の
伝
承
は
、
聖
所
伝
説
、
礼
拝
伝
承
(
三
頁
参
照
)
に
関
す
る
物
語
で
は
な
い
。

従
っ
て
、
こ
の
伝
承
は
古
い
時
代
の
記
憶
を
と
ど
め
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

HWMmmotn同日
〈

U
O
B
自
四
三
回
ミ
ロ
ロ
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* さ
て
、
次
に
我
々
は
こ
う
し
た
古
代
セ
ム
族
遊
牧
民
の
間
に
見
出
さ
れ
る
明
瞭

な
宗
教
史
タ
イ
プ
に
属
す
る
部
族
(
氏
族
)
神
礼
拝
の
性
格
を
尋
ね
な
く
て
は
な

ら
な
い
。

イ
ス
ラ
エ
ル
初
期
の
人
名
の
う
ち
、
既
述
の
よ
う
に
正
と
い
う
神
名
を
含
ん
で

い
る
名
前
が
多
く
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
正
と
並
ん
で
ま
た
〆
EB---

宮

0
1
P
P
E
S
-
-
ピ〕・

:
F
F
2・
ピ
ヤ

:
r
g
P
R
A国
B
:
・宮
0
1叩
・
の
要
素
を

含
む
名
前
が
数
多
く
見
出
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
〉
宮
2
5
v
〉
Z
E
B
U
開
-
3ーグ

〉
宮
百
四

-
2
Y
〉}戸山自由
-
m
n
y
k
r宮内
NσHW
〉「日開
B
H
U

〉
玄
ロ
O
曲目
u
〉
E
ロ
omwHF



イ
ス
ラ
エ
ル
宗
教
連
合
(
続
)

宇
野

〉
B
E
m
Y
〉
B
E
E
F
〉
目
白
山
田
}
阿
国
色
白
可
Y
H
f
r
o
σ
。田
HK一
)
等
々
で
あ
る
。
こ
う

し
た
£
¥
曲
目
B
¥与
¥
田
ダ
〆
B
の
要
素
を
含
む
人
名
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
に

お
い
て
は
、
紀
元
前
十
世
紀
頃
ま
で
多
く
見
出
さ
れ
廷
。
し
か
し
そ
れ
以
後
は
、

急
激
に
へ
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
人
名
は
、
い
ず
れ
も
一
つ
の
文
章
を
形
づ
く
っ

て
お
り
、
ま
た
〆

g
p
u同
Y
〆
M
M
w
m

由
5
の
要
素
は
、
容
易
に
神
の
名
と
交
代
し

得
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
〉
Z
E
B
-
-
-冨
可
(
巴
芝
山
口
ぬ
〉
司
包
『
2

2
開
凶
巳
芯
仏
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〉
E
g
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E
4
E
σ
)

∞S
F
2
2
肘凶
mL
同町内凶・〉庄町
N
2
:・7
身
(
ロ
芝
山
口
開
)

匂
己
F
2
山
田
戸
田
目
-
℃

(
5
5
m
)
・
〉
「
目
白
N
R・
-
-
冨
可
(
ロ
芝
山
口
開
)
切
吋
O
F
2
2
回

目
己
匂
(
件
。
自
由
〉
・
巴
町
田
σ:-EU刊
の
注
目
印
同
匂
間
同
}
H
2
H
O
B
O
-
K戸
宮
自
己
巾
nr・--富山可

(
り
ま
ロ
巾
)
明
白
岳
町
門
戸
田

(
B
U
O
F
E
m
-
〉}岡山
B
巾
]mnr・-
-
Y向

M
1
(
U
Z
E
m〉
切
S
F
2

2
(
g
u
o
r
E
m
-
〉
田
宮
山
巳
:
・
(
、
H，Y
刊
の
。
仏

0
3
5
U『

p
w
o
-
u
r
u
の
。
門
円
(
件
。

(
四
)

B
U
H
f
Z
E
B
-
-
-
F
2
(日可

3
0
1巾
ゲ
巾
)
当
日
仏
g
m句
)
等
々
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
個
人
の
名
が
、
誕
生
に
際
し
て
、
両
親
、
ま
た
は
、
誕
生
に
重
要
な
役
割
を

も
っ
た
人
聞
の
発
言
を
、
そ
の
ま
L
固
有
名
詞
と
す
る
古
代
セ
ム
族
の
慣
習
に
よ

(
六
)

る
も
の
で
あ
ろ
う
。
旧
約
聖
書
に
も
こ
う
し
た
事
例
が
見
出
さ
れ
る
。

(
え
・
の

2
・
単
一
日
間
・

8
一
少
∞
w
H
O
w
z
w
ω
N
H
N
∞w
H
ω

回目
-
A
H
H
H
Z
・)

我
々
は
、
こ
う
し
た
人
名
の
特
徴
か
ら
、
当
時
の
イ
ス
ラ
エ
ル
諸
部
族
と
そ
の

部
族
神
と
の
強
固
な
紐
帯
を
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
。
家
父
長
的
な
、
ま
た
強

固
な
連
帯
意
識
の
も
と
で
維
持
さ
れ
て
い
る
部
族
制
度
に
あ
っ
て
、
父
、
兄
弟
、

血
縁
者
は
、
い
ず
れ
も
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
要
素
が
、
神
と

容
易
に
交
代
し
得
る
と
い
う
こ
と
は
、
部
族
神
の
そ
の
部
族
に
お
け
る
地
位
を
如

実
に
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
部
族
神
は
、
そ
の
成
員
か
ら
、

か
L
る
者
と
し
て
遇
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
事
実
、
未
だ
定

住
生
活
に
移
行
し
な
い
、
成
員
間
の
連
帯
の
甚
だ
強
固
な
セ
ム
族
遊
牧
民
に
あ
っ

{
七
)

て
、
神
は
、
人
間
的
に
考
え
ら
れ
、
成
員
か
ら
文
字
通
り
の
意
味
で
、
父
、
兄
弟
、

(
八
)

血
縁
者
と
呼
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
成
員
は
、
文
字
通
り
神
(
家
長
〉
の

{
九
}

子
で
あ
り
、
兄
弟
で
あ
り
、
血
縁
者
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。
神
は
こ
う
し
た
意
味

に
お
い
て
、
部
族
の
支
配
者
で
あ
り
、
指
導
者
で
あ
り
、
ま
た
裁
判
官
で
あ
っ

た
。
従
っ
て
、
部
族
に
と
っ
て
、
父
祖
の
名
の
も
と
に
呼
ば
れ
た
神
の
み
が
、
彼
」

等
に
と
っ
て
唯
一
の
神
で
あ
り
、
そ
の
他
の
神
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
言
っ
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。
我
々
は
、
こ
与
に
、
こ
う
し
た
部
族
神
礼
拝
が
本
来
単
一
神
教

{

一

O
)

的
傾
向
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
事
情
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
諸
部
族
に
あ
っ
て
も
変
り
は
な
か
っ
た
で
あ

ろ
う
。
上
述
の
人
名
の
示
す
特
徴
は
、
明
瞭
に
こ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
旧
約
諸
文
献
か
ら
う
か
が
い
知
れ
る
よ
う
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
は
、
そ

の
沃
地
文
化
地
帯
へ
の
移
住
、
定
着
に
お
い
て
、
そ
の
地
の
古
き
、
カ
ナ
ン
人
の

地
方
的
諸
聖
所
と
結
び
つ
き
、
そ
こ
で
礼
拝
を
行
っ
た
の
で
あ
る
が
、
我
々
は
、

彼
等
の
捧
げ
た
礼
拝
が
、
少
く
と
も
そ
の
初
期
に
お
い
て
は
、
決
し
て
当
該
聖
所

固
有
の
神
に
対
し
て
で
な
く
、
あ
く
ま
で
も
己
が
部
族
神
に
対
し
て
行
わ
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
何
故
な
ら
、
上
述
の
よ
う
に
部
族
の
成
員
か
ら
礼
拝
を

要
求
し
得
る
正
当
な
権
利
を
も
っ
神
は
、
部
族
神
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら

で
あ
る
。
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さ
て
、
そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
神
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
沃
地
文
化
地
帯
へ
の

侵
入
に
対
し
て
、
い
か
な
る
役
割
を
果
し
た
で
あ
ろ
う
か
。

今
日
の
族
長
伝
承
に
お
い
て
、
族
長
に
顕
現
し
た
神
(
勿
論
ヤ
ハ
ウ
ェ
と
な
っ

て
い
る
)
は
、
族
長
に
対
し
て
種
々
な
る
約
束
を
与
え
て
い
ヂ
一
九
即
ち
、
祝
福
、

子
孫
の
繁
栄
、
カ
ナ
ン
の
土
地
取
得
等
々
で
あ
る
。
族
長
は
こ
う
し
た
約
束
を
信

じ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
行
動
し
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
o

我
々
は
、
こ
う
し
た
伝

承
の
原
史
料
も
、
単
な
る
後
代
の
信
仰
の
所
産
で
な
く
、
矢
張
り
事
実
に
基
づ
く

も
の
と
考
え
る
。
何
故
な
ら
、
沃
地
文
化
地
帯
周
辺
に
根
拠
地
を
も
ち
、
時
宜
的

農
耕
を
営
み
合
同
・
の

8
・
留
日

5
3、
夏
期
牧
草
地
帯
を
追
っ
て
、
屡
々
文
化
地

帯
へ
移
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
化
地
帯
と
接
触
し
て
い
た
半
遊
牧
的
牧
人
層

に
と
っ
て
、
ヵ
ナ
ン
の
農
耕
地
帯
は
、
ま
さ
し
く
「
乳
と
蜜
の
流
れ
る
土
地

W
2
8



Nmゲ
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P
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・
昌
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に
外
な
ら
ず
、
こ
う
し
た
土
地
の
占
拠
は
、
彼
等
の
心
か
ら
な
る
願
望
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
土
地
取
得
、
そ
の
地
で
の
子
孫
の
繁
栄
の

約
束
こ
そ
、
我
々
は
、

A
・
ア
ル
ト
と
同
じ
く
、
こ
う
斗
批
型
の
神
礼
拝
の
根
本

的
性
格
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
。
今
日
の
族
長
伝
承

は
、
既
述
の
よ
う
に
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
礼
拝
の
も
と
に
お
け
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
統
一
、

イ
ス
ラ
エ
ル
全
体
の
カ
ナ
ン
の
土
地
取
得
の
前
史
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
我
々
は
、
こ
う
し
た
約
束
の
記
事
は
、
決
し
て
、
後
代
の
創
作
で

な
く
、
あ
く
ま
で
も
、
事
実
に
基
づ
ぐ
原
史
料
|
今
日
の
伝
承
と
比
べ
て
、
は
る

ご
豆
〉

か
に
直
接
的
、
単
純
な
原
史
料
ー
か
ら
構
成
さ
れ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

(
一
)
(
五

)
Q
-
声
明
，
・
匡
E
m
r
p
D唱
-
n
x・
〕
-
M玄・

(
二
)
の
同
・
』
・
回
ユ
開
yfDHU-
己
了

HY
∞巾
y
z
-
a
a
-

(一二

)
Q
-
巧
-Hり・〉
-
E
m
y
F
D唱
-
Z
-
W
3・
M品
E
A
U
-

(
四
)
門
U
F
H・
切
江
間
r
p
cヲ
ロ
FFUHYU0・

(ムハ〉

Q
・
4
司・匂
-
K
F
F
m
F
C匂・ロ
E
J
司・

MG-

(
七
)
「
古
代
の
神
々
と
、
そ
の
礼
拝
者
た
ち
と
の
間
の
関
係
は
、
人
間
と
人
間
と
の
関
係

を
一
亦
す
言
葉
で
表
現
せ
ら
れ
た
が
、
こ
の
言
葉
は
、
警
職
同
な
意
味
に
は
と
ら
れ

ず
、
全
く
文
字
通
り
の
意
味
に
と
ら
れ
た
。
仮
に
、
父
、
が
神
で
あ
り
、
そ
の
礼
拝
者

た
ち
が
子
供
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
た
場
合
に
は
、
礼
拝
者
は
文
字
通
り
そ
の
神
の

子
孫
で
あ
り
、
彼
等
は
一
の
自
然
的
家
族
を
か
た
ち
守
つ
く
っ
て
、
相
互
に
家
族
的
責

任
を
負
う
て
い
る
と
い
う
事
を
意
味
し
た
の
で
あ
る
。
」
セ
ム
族
の
宗
教
・
前
編
、

R
・
ス
ミ
ス
著
、
永
橋
卓
訳
、
岩
波
書
応
、
昭
和
十
七
年
、
五
ニ
頁
参
照
。

(入
)
H
M田
宮
島
ペ
広
官
ρ

の

MMmH官
!
仏
(
宵
吉
田
口
阿
国
ロ
)
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
ィ
サ
ク

に
顕
現
し
た
神
を
そ
の
子
孫
が
、
ィ
サ
ク
の
血
縁
者
と
読
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
(
本

論
文
五
頁
註
つ
一
V

参
照
〉

(
九
)
(
リ
同
・
口
問
。

z
x
z
h
r吋広同
-rrmw口問。-仲間目。ロ
o
P
4
0円同・ロロ円四日
Mmw門田向一・

4・出・

0
Z
'

E
W
ロ同
]V]uu
明日田口一
roHH凶山口一『叩同
o
r
H
甲山山
Uuωω
・占血肉・

(一

O
〉

Q-
冨
-
z
o
F
U
F
O
d弓
岳

L
o
m
k
gロ
吋
g
g
B
E♂
u
・〉口同日開
mow-
百四円

ωω
・
MMUF

ハ
一
一
)
創
世
記
二
了
一

i
一
二
(
子
孫
、
祝
福
)
、
一
二
・
七
(
土
地
取
得
〉
、
一
一
一
一
・
一

四
二
ハ
(
土
地
取
得
、
子
孫
〉
、
一
五
・
五
(
子
孫
)
、
一
五
・
七
(
土
地
取
得
)
、

一
七
・
四
|
入
(
子
孫
、
土
地
、
新
し
い
神
と
の
関
係
)
、
一
八
・
一

O
(子
孫
)

一
一
一
一
・
一
七
(
子
孫
、
祝
福
)
二
四
・
七
(
土
地
)
、
二
六
・
三
〔
土
地
)
二
八
・

北
大
文
学
部
紀
要

コ
一
以
下
(
子
孫
・
土
地
)
、
二
人
・
一
二
一
1

一
五
(
土
地
、
子
孫
、
祝
福
)
、
三
二
・

一
一
一
一
(
祝
福
、
子
孫
)
、
三
五
・
九
i
一
一
一
(
子
孫
、
土
地
)
、
四
六
・
三
(
子
孫
)
、

四
人
・
四
(
土
地
、
子
孫
)
四
八
・
二
ハ
(
祝
福
、
子
孫
)
、
五

0
・
二
四
(
土
地
)

(
一
二
)
時
宜
的
農
耕
が
、
半
遊
牧
的
牧
人
層
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
政
治

的
理
由
で
ア
モ
リ
人
の
族
長
の
も
と
に
亡
命
し
た
エ
ジ
プ
ト
の
高
官

ω百戸
Z
の
記

録
(
わ
白
・

5
0
0
切
・
。
・
〉
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
ア
モ
リ
人
(
東

部
シ
リ
ア
:
同
色
町
宮
)
は
斗
時
宜
的
農
耕
を
ま
じ
え
た
半
遊
牧
的
牛
詰
を
し
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
ロ
同
・
4

司
E
E
D
2
2
自由
HDユロ白戸

E
-
s
g
H
Y
O
回
F
F
】

M・
M-

(一一一一

)
Q
-
冨
-
Z
2
y
o
g岳山口
r
z
r
s
号
u
ω
-
M
U・玄・
4
司
与
0
3
8・
5
・h
・

s・

(
一
四
)

(

U

同
・
〉
・
〉
-
r
c℃・

2
f
ω
・ま・

(
一
五
)
(
U
h
.
0・〈・何回《
y
c
H
y
n
F
W
(〈
2
r巳曲目。ロ
g
H
A
m口内山口口
L
T
-
r司
2
H
L同ロ仏

H
S
国民間件。ロロ
y
5
4
3
ω
・百
0

・

以
上
我
々
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
本
来
見
知
ら
ぬ
神
で
あ
っ
た
ヤ
ハ
ウ
ェ
に
対
す

る
一
二
部
族
の
礼
拝
団
体
と
し
て
成
立
し
た
こ
と
に
注
目
し
、
諸
部
族
が
連
合
成

立
以
前
に
も
っ
て
い
た
宗
教
を
検
討
し
て
来
た
。
こ
う
し
た
宗
教
を
我
々
は
、
宗

教
史
学
的
観
点
か
ら
部
族
神
礼
拝
と
し
て
類
型
化
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ

う
。
各
部
族
が
こ
う
し
た
己
が
固
有
の
神
礼
拝
に
よ
っ
て
連
合
成
立
後
も
尚
拘
束

さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
既
述
の
サ
ム
エ
ル
上
・
二

0
・
六
(
二
頁
参
照
)
の
個
所

か
ら
も
推
測
出
来
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
今
日
の
旧
約
諸
伝
承
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
部
族
神
礼
拝
は
、
ヤ

ハ
ウ
ェ
信
仰
の
背
後
に
そ
の
姿
を
消
し
去
り
、
た
だ
僅
か
に
そ
の
痕
跡
を
認
め
得

る
に
過
ぎ
な
い
。
我
々
は
こ
う
し
た
今
日
の
旧
約
の
あ
り
方
か
ら
、
部
族
神
礼
拝

が
ヤ
ハ
ウ
ェ
礼
拝
に
よ
っ
て
完
全
に
克
服
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
さ

て
、
そ
れ
で
は
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
礼
拝
は
部
族
神
礼
拝
を
如
何
に
克
服
し
て
い
っ
た
で

あ
ろ
う
か
。

今
日
の
旧
約
文
献
は
、
こ
う
し
た
聞
に
対
し
て
、
何
等
答
え
な
い
。
従
っ
て
我

々
は
、
そ
の
克
服
の
経
過
等
に
つ
い
て
具
体
的
に
何
も
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

勿
論
、
前
述
の
ヨ
シ
ュ
ア
記
二
四
章
の
記
事
(
〈
・

5
)
に
あ
る
よ
う
に
、
ヨ
シ

ュ
ア
に
属
す
る
部
族
|
中
央
パ
レ
九
テ
ィ
ナ
の
連
合
の
中
心
聖
所
附
近
の
住
民
|

等
は
、
早
く
か
ら
ヤ
ハ
ウ
ェ
に
対
す
る
信
仰
告
白
を
し
、
そ
の
礼
拝
を
行
っ
て
い
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イ
ス
ラ
エ
ル
宗
教
連
合
(
続
)

宇
野

た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
前
述
の
よ
う
な
、
閉
鎖
的
に
独
立
し
た
生
活
を
行

い
、
そ
の
生
活
様
式
を
異
に
し
た
各
部
族
の
成
員
聞
に
ヤ
ハ
ウ
ェ
信
仰
が
ゆ
き
渡

る
ま
で
に
は
長
年
月
を
必
要
と
し
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

我
止
は
、
こ
L
で
各
部
族
の
参
加
し
た
、
大
祭
を
伴
う
、
恐
ら
く
そ
の
都
度
契

約
更
新
を
意
味
し
た
|
規
則
的
に
繰
返
し
聞
か
れ
た
|
連
合
会
議
を
と
り
あ
げ
、

こ
の
問
題
を
考
察
し
て
見
ょ
う
。

こ
の
連
合
会
議
が
、
各
自
閉
鎖
的
生
活
を
行
っ
て
い
た
一
二
部
族
に
と
っ
て
、

結
合
を
実
現
す
る
唯
一
の
機
会
で
あ
り
、
部
族
連
合
の
あ
り
方
か
ら
見
て
、
連
合

生
活
の
最
高
の
時
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
。
恐
ら
く
、
こ
L

で
は
、
ョ

シ
ュ
ア
記
二
四
章
の
伝
え
る
よ
う
に
、
各
部
族
の
代
表
者
た
ち
に
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
を

連
合
神
と
し
て
受
容
す
る
に
至
っ
た
重
要
な
契
機
で
あ
る
先
祖
の
受
け
た
エ
ジ
プ

ト
脱
出
時
の
神
の
偉
大
な
救
済
と
恩
寵
、
及
び
こ
の
神
の
絶
大
な
権
威
と
が
繰
返

し
述
べ
ら
れ
、
合
同
・
何
一
凶

N
O

一ド

Z
ロヨ
-
N
ω
υ
N
N
a
N品
川
∞

L
)恒
三
・
忠
一
切
目
。

v
T門戸

。一

E
L
r
B
-
T
∞u
N
ω

同
日
・
?
目
立
口
・
)
シ
ナ
イ
の
契
約
関
係
締
結
の
伝
承

に
基
づ
く
神
の
意
志
神
の
律
法
が
読
ま
れ
(
広
・
ロ

2H・
ω
T
H
C
H・
)
各
部
族

の
代
表
者
達
の
そ
れ
に
対
す
る
遵
守
の
誓
一
約
が
な
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
同
時
に
、
こ
の
連
合
会
議
は
、
各
部
族
の
成
員
に
と
っ
て
大
祭
の
聞
か
れ
る

最
も
よ
ろ
こ
ば
し
き
時
で
も
あ
っ
た
o

契
約
団
体
と
し
て
成
立
し
た
イ
ス
ラ
エ
ル

人
の
同
胞
意
識
が
、
こ
う
し
た
大
祭
に
犠
牲
を
と
も
な
っ
て
集
っ
た
各
部
族
か
ら

の
巡
礼
者

ρω
目

B-H
ふ
戸
)
の
接
触
を
通
し
て
、
醸
成
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
こ

と
も
同
様
疑
う
こ
と
が
出
来
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
連
合
神
ヤ
ハ
ウ
ェ
に
対
す
る
礼
拝
の
重
要
性
が
、
年
毎
に
繰
返

し
開
か
れ
た
連
合
会
議
を
通
し
て
、
各
部
族
の
成
員
に
ま
で
次
第
に
浸
透
し
て
行

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
我
々
は
、
旧
約
文
献
か
ら
企

ω問
自
・
?
ロ
ア
民
一

ω)

士
師
時
代
の
終
り
頃
に
お
い
て
、
連
合
神
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
中
心
聖
所
l

「
聖
な
る

橿
」
の
安
置
さ
れ
た
i
シ
ロ
以
外
の
部
族
の
地
方
聖
所
で
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
礼
拝
が
行

わ
れ
、
そ
こ
の
住
民
が
ヤ
ハ
ウ
ェ
に
供
物
を
捧
げ
た
こ
と
を
知
る
。
し
か
し
、
何

時
、
ど
う
い
う
経
過
を
辿
っ
て
、
こ
う
し
た
地
方
聖
所
ま
で
ヤ
ハ
ウ
ェ
礼
拝
が
行

き
わ
た
っ
た
か
は
、
今
日
の
旧
約
文
献
の
あ
り
方
か
ら
見
て
も
は
や
明
確
に
な
し

得
な
い
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
我
々
は
、
こ
う
し
た
年
毎
に
繰
返
さ
れ
た
連
合
会
議
が
ヤ

ハ
ウ
ェ
礼
拝
の
拡
大
と
強
勢
に
重
要
な
機
縁
と
な
っ
た
と
考
え
る
。
こ
う
し
た
機

縁
を
通
し
て
、
一
方
で
は
ヤ
ハ
ウ
ェ
礼
拝
が
、
次
第
に
部
族
神
礼
拝
を
克
服
し
、

他
方
で
は
、
そ
れ
に
応
じ
て
、
本
来
各
部
族
に
別
個
に
伝
承
さ
れ
て
い
た
カ
ナ
ン

の
土
地
取
得
の
諸
伝
承
が
、
そ
の
独
立
性
を
失
い
、
「
ヤ
ハ
ウ
ェ
礼
拝
の
も
と
に

お
け
る
イ
ス
ラ
エ
ル
全
体
の
歴
史
」
を
構
成
す
る
一
部
と
し
て
、
「
モ

l
セ
五
書
」

の
歴
史
伝
承
の
う
ち
に
そ
の
位
置
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。

さ
て
、
そ
れ
で
は
部
族
神
を
克
服
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ヤ
ハ
ウ
ェ
礼
拝
は
ど
の

よ
う
な
発
展
を
と
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

我
々
は
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
礼
拝
が
イ
ス
ラ
エ
ル
諸
部
族
の
成
員
聞
に
浸
透
し
て
行
く

過
程
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
各
部
族
内
で
行
わ
れ
て
い
た
部
族
神
礼
拝
か
ら
多
く

の
要
素
を
己
が
内
に
採
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
る
。
今
、
旧
約
文
献
か
ら

本
来
こ
う
し
た
部
族
神
礼
拝
に
属
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
の
う
ち
、
特
に
ヤ
ハ
ウ

ェ
宗
教
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を

考
察
し
、
一
応
こ
の
項
を
終
え
よ
う
と
思
う
。

其
の
一
は
、
今
日
の
「
モ

l
セ
五
書
」
の
物
語
に
お
い
て
強
調
さ
れ
て
い
る
ヤ

ハ
ウ
ェ
の
イ
ス
ラ
エ
ル
人
に
対
す
る
カ
ナ
ン
の
土
地
取
得
と
そ
の
地
で
の
子
孫
の

繁
栄
の
約
束
で
あ
る
。
後
世
の
イ
ス
ラ
エ
ル
人
は
、
彼
等
の
カ
ナ
ン
の
土
地
取
得

を
こ
の
約
束
の
成
就
と
見
、
彼
等
の
こ
の
神
に
対
す
る
信
仰
告
白
の
内
容
と
も
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
土
地
取
得
と
子
孫
の
繁
栄
の
約
束
が
、
本

来
部
族
神
礼
拝
の
固
有
の
性
格
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
既
に
述
べ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
(
九
頁
参
照
)
ま
た
各
部
族
内
で
夫
々
己
が
独
自
の
土
地
取

得
の
伝
承
が
保
存
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
も
既
に
述
べ
た
。
(
三
頁
註
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(
七
〉
参
照
〉
我
々
は
、
今
日
の
旧
約
の
伝
え
る
ヤ
ハ
ウ
ェ
に
よ
る
約
束
は
、
部
族

神
礼
拝
に
属
し
、
各
部
族
に
夫
々
伝
承
さ
れ
て
い
た
約
束
が
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
礼
拝
の

拡
大
と
共
に
、
こ
の
礼
拝
内
容
と
し
て
と
り
入
れ
ら
れ
、
そ
の
結
果
連
合
神
ヤ
ハ

ウ
ェ
の
イ
ス
ラ
エ
ル
全
体
に
対
す
る
約
束
と
し
て
受
取
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と

考
え
る
。

其
の
こ
と
し
て
宗
教
的
連
帯
意
識
を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
o

連
合
神
ヤ
ハ
ウ
ェ
に
対
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
連
帯
意
識
が
単
に
同
時
代
の
成

員
聞
に
止
ま
ら
ず
、
父
祖
と
子
孫
の
関
係
に
迄
及
ぶ
こ
と
は
、
エ
ゼ
キ
エ
ル
書
一

八
・
二
の
「
父
た
ち
が
酢
い
ぶ
ど
う
を
食
べ
た
の
で
子
供
達
の
歯
が
う
く
」
と
い

う
言
葉
に
よ
っ
て
明
瞭
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
エ
ゼ
キ
エ
ル
書
の
言
葉
か
ら
も
明

ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
宗
教
的
連
帯
意
識
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
歴
史
を
通
し
て
存

在
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
行
動
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
祖
先
の
罪
が
子
孫

に
迄
及
ぶ
と
い
う
こ
う
し
た
連
帯
責
任
の
思
想
は
、
捕
囚
期
前
の
イ
ス
ラ
エ
ル
人

の
政
治
的
危
機
に
お
い
て
、
レ
ピ
人
祭
司
の
こ
の
思
想
を
除
去
せ
ん
と
す
る
努
力

に
も
拘
ら
ず
根
強
く
識
す
、
予
言
者
に
よ
っ
て
神
義
論
の
問
題
を
提
出
せ
し
め
る

に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
思
想
は
ヤ
ハ
ウ
ェ
宗
教
の
発
展
に

対
し
て
重
大
な
役
割
を
果
し
た
も
の
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
。

我
々
は
、
こ
う
し
た
宗
教
的
連
帯
意
識
の
源
泉
を
部
族
宗
教
の
う
ち
に
見
出
す

こ
と
が
出
来
る
。
既
述
の
よ
う
に
(
八
頁
参
照
〉
部
族
神
と
部
族
成
員
と
の
紐
帯

は
、
甚
だ
緊
密
で
あ
る
。
部
族
神
と
部
族
の
成
員
と
の
関
係
は
、
文
字
通
り
の
意

味
で
父
、
兄
弟
、
血
縁
者
で
あ
っ
た
。
成
員
聞
の
連
帯
責
任
制
段
、
こ
う
し
た
関

係
に
あ
る
部
族
神
に
よ
っ
て
監
視
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

連
合
成
立
後
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
礼
拝
の
部
族
内
部
へ
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た

連
帯
責
任
制
が
、
今
や
ヤ
ハ
ウ
ェ
に
対
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
人
全
体
の
連
帯
責
任
制

と
な
っ
て
、
こ
の
宗
教
の
う
ち
に
生
き
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

イ
ス
ラ
エ
ル
人
に
と
っ
て
、
部
族
神
の
よ
う
な
、
父
、
兄
弟
、
血

ヤ
ハ
ウ
ェ
は
、

縁
者
の
関
係
に
あ
る
も
の
で
な
か
っ
た
o

こ
の
神
は
、

イ
ス
ラ
エ
ル
人
か
ら
隔
絶

北
大
文
学
部
紀
要

し
た
神
で
あ
っ
た
。
こ
の
神
と
の
契
約
締
結
と
い
う
事
態
は
、
連
合
神
に
対
す
る

イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
連
帯
意
識
を
一
層
尖
鋭
に
し
て
行
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

(
一
)
連
合
会
議
は
年
毎
に
開
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
前
掲
、
イ
ス
ラ
エ
ル
宗
教
連
合
一
一
一
一
一

頁
註
(
二
〉
参
照
。

七
年
の
終
り
毎
に
律
法
を
読
み
聞
か
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
個
所
は
、
勿
論

申
命
記
学
派
の
労
作
で
あ
り
、
律
法
は
、
申
命
記
律
法
を
、
聖
所
は
、
エ
ル
サ
レ
ム

を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
「
七
年
毎
に
律
法
を
読
む
」
と
い
う
こ
と

は
、
古
き
慣
例
を
受
け
継
い
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
門
町
・
冨
-

Z
O同
Y
O
M
M・ロ

F
ω
・ョ・

Q
-
V
H
J司
o
r
F
C
H
ν
-
n
F
F
u
ω
ω
・
M
M
V
M
U
V

(一一)
" 
一、J

以
上
の
論
述
に
お
い
て
、
我
々
は
旧
約
文
献
に
そ
の
根
跡
を
残
す
イ
ス
ラ
エ
ル

諸
部
族
の
部
族
(
氏
族
)
神
礼
拝
が
何
で
あ
っ
た
か
を
問
い
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
礼
拝
と

の
関
係
を
考
察
し
て
来
た
。
部
族
(
氏
族
)
神
礼
拝
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
を
構
成
す

る
に
至
っ
た
諸
要
素
が
、
そ
の
半
遊
牧
的
生
活
を
送
っ
て
い
た
時
に
獲
得
し
、
彼

等
の
カ
ナ
ン
の
地
へ
の
侵
入
と
と
も
に
こ
の
地
に
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

:
の
点
連
合
神
ヤ
ハ
ウ
ェ
礼
拝
も
同
じ
で
あ
っ
た
。
こ
の
神
も
旧
約
文
献
の
伝
え

る
よ
う
に
決
し
て
カ
ナ
ン
の
地
の
神
で
は
な
か
っ
た
。

さ
て
、
さ
き
に
ふ
れ
た
よ
う
に
(
一
一
具
註
合
一
)
参
照
)
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
カ

ナ
ン
の
土
地
取
得
(
の
田
・

5
8
E
E回
目
・
。
・
)
以
前
既
に
こ
の
地
方
は
、
そ
れ
自

身
の
長
期
に
亘
る
歴
史
を
も
ち
、
文
化
も
高
度
に
発
達
し
て
い
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル

人
の
花
一
世
当
時
、
こ
の
地
方
は
、
城
壁
、
望
楼
、
空
濠
等
の
防
禦
設
備
を
も
っ
都

市
国
家
群
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
o

単
純
素
朴
な
文
化
の
所
有
者
で
あ
っ
た

イ
ス
ラ
エ
ル
人
が
、
こ
う
し
た
文
化
か
ら
決
定
的
な
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
、
今

日
の
考
古
学
の
成
果
か
ら
も
容
易
に
推
測
出
来
る
と
こ
ろ
で
あ
日
r

カ
ナ
ン
の
文
化
は
、
一
口
に
言
っ
て
沃
地
農
耕
文
化
で
あ
っ
た
。
半
遊
牧
的
牧

- 77 -



イ
ス
ラ
エ
ル
宗
教
連
合
(
続
〉

宇
野

人
層
に
属
し
た
イ
ス
ラ
エ
ル
諸
部
族
が
、
定
住
生
活
の
開
始
後
、
間
も
な
く
定
着

し
た
地
域
に
よ
っ
て
程
度
の
差
は
あ
れ
、
次
第
に
農
耕
生
活
、
更
に
都
市
生
活
へ
と

移
行
し
て
い
っ
た
こ
と
も
旧
約
文
献
か
ら
見
て
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
う
し
た
カ
ナ

γ
地
方
で
の
定
着
生
活
、
カ
ナ
ン
人
と
の
接
触
は
、
彼
等
の
生
活
様
式
の
変
化
を

促
す
と
同
時
に
、
そ
の
宗
教
に
も
決
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
さ
ず
に
は
お
か
な
か
っ

(
回
)

た
。
即
ち
、
パ

l
ル
礼
拝
等
、
沃
地
農
耕
神
礼
拝
と
の
接
触
、
混
合
で
あ
る
。

豆
E
F
出
国
百
の
ラ
メ
セ
ス
一
一
一
世
の
神
殿
の
壁
画
に
あ
る
シ
リ
ア
の
吋
日
包
℃
市

の
攻
防
の
図
は
、
当
時
の
カ
ナ
γ
の
都
市
の
防
禦
の
状
態
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
丘
町
、
叶
}
5
4司
命
日
昨
日
広
三
角
田
E
D
E
S
-
〉己
g
g
p
o
回目
t
F
】

y
u
u・

旧
約
の
歴
史
伝
承
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
一
二
部
族
が
、
ヨ
ジ
ュ
ア
の
指
揮
の
も
と
に
カ

ナ
γ
に
侵
入
し
、
カ
ナ
γ
の
諸
都
市
を
征
服
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
し
か
し
、

我
々
は
、
彼
等
の
侵
入
は
、
人
口
稀
薄
な
東
ヨ
ル
ダ
γ
及
び
西
ヨ
ル
ダ
ン
の
山
岳
地

帯
か
ら
は
じ
ま
り
、
徐
々
に
平
地
に
拡
が
っ
て
い
っ
た
と
考
え
る
。
円
同
・
冨
-
Z
O片
Y

O可
-n-fω
・
白
・
彼
等
の
有
す
る
貧
弱
な
武
力
で
は
、
カ
ナ
ン
の
戦
車
を
有
す
る

城
壁
都
市
を
攻
略
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
ロ
CHw
星
。
間
三
品
ou
回丘町
γ
ω
E
P

の
R
R
等
の
城
壁
都
市
は
、
士
師
時
代
を
通
し
て
カ
ナ
ン
人
の
住
む
所
で
あ
り
、

(τt-TMコ
じ
ま
た
、
ユ
ダ
部
族
は
、
谷
の
住
民
を
逐
い
出
す
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
広
・
叶
，
rm
君
。
印
昨
日
山
口
印
件
。
同
国
E
O
H山口同
-
E
-
E
S
F巾
切
在
日
0

・
HYU品・

例
え
ば
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
居
住
し
た
町
か
ら
出
土
し
た
皿
、
査
、
食
事
用
の
器
具
、

武
器
、
宝
石
は
、
ヵ
ナ
γ
人
の
そ
れ
を
模
倣
し
た
も
の
で
あ
る
。
ラ
ス
・
ジ
ャ
ム
ラ

文
書
の
文
字
は
、
へ
プ
ル
語
と
同
系
で
あ
り
、
旧
約
の
詩
の
形
式
の
う
ち
、
こ
こ
か

ら
由
来
す
る
も
の
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
(
口
町
-
M
E
m
-
〔

U
Y
-
u
u
N
E
B
-
-
・
5

R
u
F・

s・8
2
n・)口問・

5
E
-
w
H
M
P
U
0・
U
2・
冨
-
z
o
F
a
-
n
F
ω
ω
・

+ナ百九山・い『・司山口
om同ロゆ。可・

2
f
同μHν
・
-
h
p
m

山間・

(
一
二
)
の
同
・
〉
-FOLm・
0

℃
-n-f
司
H
Y
U∞吋同・

(
四
)
カ
ナ

γ
人
の
間
で
は
、
古
く
か
ら
穀
物
、
果
樹
の
豊
穣
を
も
た
ら
す
母
神
(
〉
凹
仲
間
三
0

・

〉田口
r
R
p
k
r
E同
)
植
物
の
生
長
、
枯
死
、
再
生
を
あ
ら
わ
す
若
い
神
(
斗
富
岡
田
口
Nw

kctmv
岡山
ω
ロ「自ロ
p
k
r皆
E
6
、
植
物
神
巴
同
m
o
D
(
-
r
g・
u-M)
等
の
礼
拝
と

並
ん
で
天
の
パ
ー
ル
、
地
方
的
聖
所
に
住
居
す
る
多
様
な
姿
を
と
る
パ
!
ル
礼
拝
が

行
な
わ
れ
て
い
た
。
国
間
J
L

は
、
本
来
固
有
名
詞
で
な
く
、
大
地
、
地
下
の
国
を
支

配
し
、
種
々
な
る
機
能
を
営
み
、
あ
る
一
定
の
山
、
泉
、
土
地
等
々
に
住
居
す
る
神

々
を
回
目
ピ
(
所
有
者
)
と
呼
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
ラ
ス
・
ジ
ャ
ム
ラ

文
書
の
一
示
す
よ
う
に
、
カ
ナ
γ
人
は
、
父
・
エ
ル
を
主
神
と
す
る
壮
大
な
パ

γ
テ
オ

ン
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
主
神
は
名
目
上
に
止
ま
り
、
カ
ナ
ン
人
の
生

(

一

)
(一一)

活
に
お
い
て
主
動
的
役
割
を
果
し
た
の
は
パ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
こ
の
パ
ー
ル
も
ま
た

生
命
と
生
産
の
神
で
あ
り
、
感
覚
的
な
生
活
領
域
を
支
配
す
る
神
で
あ
っ
た
Q

nH・
0
-
m
z
w
Zロr
H
Eロロ
roロ河内円円
m
z
s
p
ω
・
ま
-

J

司
・
。
・
ロ
・
。
2
仲巾同
OM『

自
門
円
吋
・
出
-
H
N
c
t
z
m
D
P
O】
unHfHι
一句
-
uコ
-
E・
2
0同y
c
u
-
n
F
ω
・
-uu-

M・
回
ユ
mry
。司・ロー
-wHι
・日(〕∞・

さ
て
、
そ
れ
で
は
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
礼
拝
と
沃
地
農
耕
神
と
の
接
触
、
混
合
は
ど
の

よ
う
に
し
て
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。

イ
ス
ラ
エ
ル
諸
部
族
の
カ
ナ

γ
侵
入
は
、
宗
教
的
に
は
、
第
一
に
彼
等
の
神
の

支
配
す
る
草
原
地
帯
、
沙
漠
地
帯
を
去
っ
て
他
の
神
々
の
支
配
す
る
領
域
に
入
っ

た
こ
と
を
意
味
し
た
。
彼
等
の
礼
拝
を
捧
げ
た
場
所
は
、
こ
と
ご
と
く

J
J
¥
か
ら

当
該
住
民
に
よ
っ
て
礼
拝
が
行
わ
れ
て
い
た
カ
ナ
ン
人
の
聖
所
で
あ
っ
た
。
我
々

は
、
既
述
の
よ
う
に
(
八
頁
参
照
)
イ
ス
ラ
エ
ル
人
が
、
カ
ナ

γ
の
聖
所
で
た

と
え
己
が
固
有
の
部
族
神
礼
拝
を
行
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
聖
所
伝
来
の
神
々
に

敵
対
し
、
そ
の
礼
拝
を
拒
否
し
た
と
考
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と

は
、
古
代
の
宗
教
観
念
か
ら
見
て
不
可
能
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
何
故
な
ら
、

新
移
住
者
が
、
既
に
そ
の
地
を
支
配
し
て
い
る
見
え
ざ
る
諸
力
に
敵
対
す
」
一
一
と

は
、
そ
の
復
讐
を
招
く
危
険
を
冒
す
こ
と
に
外
な
ら
な
か
っ
訴
か
ら
で
あ
る
。
こ

う
し
た
観
念
は
、
連
合
成
立
後
に
お
い
て
も
変
り
が
な
か
っ
た
一
。
従
っ
て
、
当
然

イ
ス
ラ
エ
ル
諸
部
族
の
カ
ナ

γ
定
着
時
に
お
い
て
は
、
彼
等
の
固
有
の
神
礼
拝

と
、
そ
の
地
在
来
の
神
礼
拝
と
が
同
一
聖
所
で
共
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
、
こ
う
し
た
カ
ナ
ン
人
の
諸
聖
所
は
、
巡
礼
聖
地
で
も
あ

っ
た
。
大
祭
の
聞
か
れ
る
時
は
、
諸
地
方
か
ら
多
く
の
巡
礼
者
が
集
ま
り
、
歳
の

大
市
が
聞
か
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
巡
礼
者
、
市
場
に
集
ま
る
人
々
は
、
そ

の
聖
所
の
神
に
捧
げ
る
古
き
伝
統
的
な
儀
礼
に
参
与
し
た
と
思
わ
れ
る
。
(
ロ
同
・

口
四
三
・

8
H
H
S
こ
う
し
た
カ
ナ

γ
人
の
生
活
の
律
動
に
対
し
て
、
定
住
生
活
に

入
っ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
人
も
無
縁
で
あ
り
得
な
か
っ
た
。
彼
等
は
、
時
の
経
過
と
共

に
次
第
に
こ
う
し
た
聖
所
の
伝
え
る
古
き
礼
拝
観
念
に
入
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
唱
)
こ
う
し
た
事
態
は
、
連
合
神
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
受
容
以
後
に
お
い
て
も
変
り
が
な
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〔亙

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

シ
ケ
ム
、
ベ
テ
ル
等
は
、
士
口
き
カ
ナ
γ
の
巡
礼
聖
地
で
あ
っ
た
。
申
命
記
三
三
章
一

九
節
の
タ
ボ
ル
山
の
神
は
、
本
来
ヤ
ハ
ウ
ェ
で
は
な
い
。
地
方
神
エ
ル
の
聖
所
が
こ

こ
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
カ
ル
メ
ル
山
(
こ
&
ロ
・
日
∞
・

5
)
の
聖
所
も
同
様
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
の
オ
フ
ラ
の
囲
の
地
等
の
場
合
で
も
ー
は
っ
き
り
述

べ
ら
れ
て
は
い
な
い
が
l
こ
の
場
所
が
泉
、
テ
レ
ビ

γ
の
木
、
か
し
の
木
を
含
ん
で

い
た
こ
と
か
ら
推
測
で
き
る
。
何
故
な
ら
、
こ
う
し
た
聖
泉
、
聖
樹
は
、
カ
ナ
γ
人

に
と
っ
て
も
神
聖
な
場
所
に
外
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
門
町
・
0
・
〈
-
M
N

邑・

0
℃

-
n
-
f
ω
ω
・凶(〕同〉・円、。門
r
r
c℃
-
n
-
f
p
h日D
a
・

(
二
)
(
三
)
冨
・
4
〈与

F
8・
n
X
J
ω
-
-
3・

(
四
)
(
五
)
の
.
〈
.
同
河N
釦包《L
凶切¥、

ラ
l
ト
は
、
こ
う
し
た
カ
ナ
γ
人
の
生
活
の
律
動
、
聖
所
の
伝
え
る
観
念
の
世
界
に

入
っ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
人
が
、
自
然
に
己
が
固
有
の
神
の
啓
示
受
容
者
、
礼
拝
創
始
者

|
例
え
ば
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
、
イ
サ
夕
、
ヤ
コ
ブ
l
達
を
当
該
聖
所
の
聖
所
伝
説
と
結

び
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

(

一

)
以
上
の
よ
う
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
諸
部
族
の
カ
ナ
ン
の
生
活
は
、
第
一
に
、
ヤ
ハ

ウ
ェ
礼
拝
と
沃
地
農
耕
神
(
特
に
パ

l
ル
)
礼
拝
と
の
共
存
を
余
儀
な
く
さ
せ
た

の
で
あ
る
が
、
更
に
第
二
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
諸
部
族
の
農
耕
生
活
へ
の
移
行
は
、

彼
等
を
し
て
、
必
然
的
に
パ

l
ル
礼
拝
の
採
用
を
促
す
こ
と
に
な
っ
た
。

既
述
の
よ
う
に
(
八
頁
参
照
)
時
宜
的
農
耕
を
営
み
、
文
化
地
帯
と
屡
々
接

触
し
て
い
た
半
遊
牧
的
牧
人
層
に
属
し
た
イ
ス
ラ
エ
ル
諸
部
族
の
農
耕
生
活
へ
の

移
行
は
、
そ
の
定
住
生
活
の
開
始
と
と
も
に
可
成
り
流
動
的
に
行
わ
れ
た
と
思
わ

れ
る
。
ま
た
、
農
耕
生
活
に
入
る
に
あ
た
っ
て
、
彼
等
が
多
く
の
農
耕
技
術
を
先

住
民
で
あ
る
カ
ナ
ジ
人
か
ら
学
ば
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
当
然
の
こ
と
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
事
態
は
、
彼
等
の
宗
教
生
活
を
も
決
定
的
に
規
定
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
o

何
故
な
ら
古
代
農
耕
民
族
に
お
い
て
、
彼
等
の
伝
統
的

農
耕
技
術
は
、
神
的
啓
示
の
結
果
得
ら
れ
た
も
の
に
外
な
ら
ず
、
彼
等
に
と
っ

て
、
農
耕
地
は
神
聖
な
る
大
地
で
あ
り
、
地
力
を
呼
び
起
す
こ
と
は
、
神
聖
な
行

事
で
あ
り
、
決
し
て
俗
事
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
o

穀
物
、
果
樹
の
生
育

は
、
土
地
の
支
配
者
で
あ
り
、
生
命
と
生
産
の
神
で
あ
る
バ
ー
ル
の
神
秘
的
な
力

北
大
文
学
部
紀
要

に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
大
地
は
、
バ
ー
ル
の
下
す
雨
の
種
子
に
よ
っ
て
懐
胎
す

る
。
即
ち
、
植
物
の
発
芽
は
神
聖
な
結
婚

Q
肘
志
田
支
配
』
弘
田
)
の
結
果
で
あ
っ
た
。

従
っ
て
、
大
地
を
呼
び
さ
ま
し
、
そ
の
力
を
利
用
す
る
こ
と
は
、
冒
険
的
な
行
為

で
あ
り
、
大
地
の
祝
福
を
得
る
為
に
は
正
し
い
儀
礼
を
通
し
て
神
か
ら
授
け
ら
れ

た
方
法
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
古
代
農
耕
民
に
と
っ
て
、
彼
等
の
伝
統
的

な
農
耕
技
術
は
、
文
字
通
り
神
的
啓
示
に
外
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
パ
ー

ル
、
ア
シ
ュ
タ
ル
ト
、
ダ
ゴ
ン
、
ア
ナ
ト
等
の
神
々
は
、
い
ず
れ
も
こ
う
し
た
農

耕
神
で
あ
っ
た
。
一
方
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
神
ヤ
ハ
ウ
ェ
は
、
沙
漠
の
神
で
あ
り
、

本
来
上
述
の
よ
う
な
カ
ナ
ン
の
神
々
の
も
つ
性
格
を
も
つ
も
の
で
な
か
っ
た
。
こ

の
神
は
、
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
に
宮
居
す
る
土
地
神
で
も
な
く
、
地
方
神
で
も
な
く
、

ま
た
機
能
神
で
も
な
か
っ
た
。
ヤ
ハ
ウ
ェ
礼
拝
は
、
農
耕
定
住
生
活
の
新
事
態
が

も
た
ら
し
た
問
l
穀
物
の
播
種
、
オ
リ
ー
ブ
、
ぶ
ど
う
の
栽
培
、
豊
穣
な
る
収

穫
ー
に
対
し
て
答
え
る
何
も
の
も
も
た
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
イ
ス
ラ

エ
ル
の
農
民
の
日
常
生
活
に
と
っ
て
連
合
神
ヤ
ハ
ウ
ェ
は
、
む
し
ろ
無
縁
の
神
で

あ
り
、
農
耕
神
こ
そ
彼
等
の
切
実
な
願
を
み
た
す
神
で
あ
っ
た
と
号
一
守
え
る
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
我
々
は
、
農
耕
生
活
に
入
っ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
人
が
、
何
故

必
然
的
に
バ

l
ル
礼
拝
を
採
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
を
知
る
こ
と
が
出

来
る
。
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う
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イ
ス
ラ
エ
ル
宗
教
連
合
(
続
)

宇
野

さ
て
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
礼
拝
は
、
こ
う
し
た
新
事
態
の
出
現
に
対
し
て
、

に
推
移
し
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

我
々
は
、
旧
約
文
献
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
連
合
の
初
期
に
は
連
合
の
守

護
神
と
し
て
ヤ
ハ
ウ
ェ
が
、
豊
か
な
収
穫
を
も
た
ら
す
神
と
し
て
バ

l
ル
が
、
夫

々
崇
拝
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
上
述
の
よ
う
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
連
合
に

と
っ
て
ヤ
ハ
ウ
ェ
は
決
し
て
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
に
宮
居
す
る
神
で
は
な
か
っ
た
。
デ

ボ
ラ
の
歌
(
わ
同
-
H
H
C
C
H凶
・
。
.
)
が
明
瞭
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
神

の
本
拠
は
、
南
方
沙
漠
地
帯
の
山
岳
(
セ
イ
ル
、
シ
ナ
イ
)
に
あ
り
、
イ
ス
ラ
エ

ル
の
困
窮
に
際
し
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
祈
願
に
よ
っ
て
救
済
の
た
め
に
、
は
る

ば
る
セ
イ
ル
山
か
ら
出
て
エ
ド
ム
の
地
を
通
っ
て
進
撃
し
て
く
る
戦
争
神
で
あ
っ

た
。
一
方
パ

l
ル
は
、
カ
ナ
ン
の
土
地
の
支
配
者
で
あ
り
、
多
く
の
聖
所
の
所
有

者
(
主
)
で
あ
り
、
農
耕
神
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
推
測
出
来
る
よ
う
に
、
イ
ス

ラ
エ
ル
人
は
政
治
的
、
軍
事
的
危
機
に
際
し
て
連
合
神
ヤ
ハ
ウ
ェ
を
、
平
和
な
繁

栄
の
時
に
は
農
耕
神
パ

l
ル
を
崇
拝
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
λ

今

日
の
土
師
記
か
ら
も
容
易
に
読
み
取
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
こ
う
し
た
事
態
は
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
礼
拝
が
各
部
族
内
部
ま
で
浸
透
し
、
ヤ
ハ

ウ
ェ
礼
拝
を
中
心
と
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
統
一
意
識
の
醸
成
強
化
と
共
に
、
更

に
は
、
土
師
記
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
隣
接
諸
種
族
と
の
角
逐
を
通
し
て
次
第
に
変

化
し
て
来
た
と
考
え
ら
れ
る
。
何
故
な
ら
、
連
合
内
で
の
バ
l
ル
礼
拝
は
、
こ
の

(
四
)

連
合
の
存
立
を
脅
す
こ
と
を
意
味
し
た
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。
我
々
は
、
熱
心
な

ヤ
ハ
ウ
ェ
崇
拝
者
l
祭
司
、
予
言
者
、
ナ
ジ
ル
人
ー
に
よ
っ
て
次
第
に
こ
の
危
機

が
意
識
さ
れ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
に
と
っ
て
神
は
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
み
で
あ
り
、
礼
拝
は

こ
の
神
の
み
に
捧
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
想
が
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
と

考
え
る
。
土
師
記
に
お
い
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
困
窮
が
、
す
べ
て
ヤ
ハ
ウ
ェ
を

忘
れ
て
パ
l
ル
を
崇
拝
し
た
こ
と
に
原
因
が
あ
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
う
し
た
思
想
が
連
合
の
経
過
と
共
に
進
展
し
て
い
っ
た
こ
と
を
推
測
す
る

ど
の
よ
う

の
で
あ
る
。

(

一

)

部
族
神
礼
拝
が
こ
れ
と
並
ん
で
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
当
然
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
の
部
族
神
礼
拝
を
当
面
の
考
察
か
ら
除
外
し
て
も
差
っ
か
え
な
い
で
あ
ろ

。
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パ
ー
ル
礼
拝
、
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
農
民
の
聞
に
行
き
わ
た
る
こ
と
は
、
ヤ
ハ
ウ
ヱ
礼
拝

の
存
立
を
脅
か
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
連
合
神
ヤ
ハ
ウ
ヱ
に
対
す
る
礼
拝

を
中
心
と
す
る
こ
の
宗
教
連
合
の
危
機
を
意
味
す
る
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。

(

一

一

)

(
一
一
一
)

(
四
)

さ
て
、
そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
思
想
の
強
化
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
方
向
を

通
つ
で
あ
ら
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。

既
述
の
よ
う
に
農
民
の
日
常
生
活
に
と
っ
て
重
要
な
意
義
を
も
つ
も
の
は
、
ヤ

ハ
ウ
ェ
礼
拝
で
は
な
く
パ

l
ル
礼
拝
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
礼
拝
が
、

イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
唯
一
の
礼
拝
対
象
と
な
る
た
め
に
は
、
パ
ー
ル
に
代
っ
て
、
ャ

ハ
ウ
ェ
が
土
地
の
支
配
者
と
な
り
農
耕
民
の
願
望
に
答
え
得
る
も
の
を
己
が
内
に

も
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
は
、
ア
ウ
ト
ク
ト

l
ン
の
意
識
を
最
後
ま
で
持
ち

得
な
か
っ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
人
に
お
い
て
、
し
か
も
本
来
沙
漠
の
神
で
あ
る
ヤ
ハ
ウ

ェ
は
、
い
か
に
し
て
、
こ
う
し
た
性
格
を
己
が
内
に
と
り
込
む
こ
と
が
出
来
た
で

あ
ろ
う
か
。

イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
定
住
生
活
に
お
い
て
、
彼
等
は
既
存
の
カ
ナ

ン
人
の
聖
所
に
お
い
て
己
が
固
有
の
神
礼
拝
を
行
い
、
当
該
聖
所
の
伝
説
(
同
ぽ

gm

H
o
m
o
C
を
自
己
の
族
長
と
結
び
つ
け
、
そ
の
聖
所
の
神
の
啓
示
受
容
者
、
礼
拝

創
始
者
を
族
長
と
し
た
こ
と
は
、
既
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
(
七
頁
参
照
)

部
族
神
礼
拝
が
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
礼
拝
の
背
後
に
そ
の
姿
を
消
し
去
っ
た
後
、
こ
れ
ら

の
聖
所
で
顕
現
し
た
神
は
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
即

ち
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
は
、
そ
の
定
住
す
る
に
至
っ
た
地
の
聖
所
で
族
長
に
顕
現
し

た
神
を
連
合
神
ヤ
ハ
ウ
ェ
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
聖
所
が
本
来
イ
ス
ラ
エ

ル
人
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
o

こ
う
し
た
動
き
は
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
中
心
聖
所
i
例
え
ば
、
シ
ケ
ム
、
ベ
テ
ル

等
|
に
お
い
て
早
く
か
ら
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
崇
拝
の
地
方
的
浸
透
と
共
に
、
夫
々
の
地
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方
聖
所
に
お
い
て
徐
々
に
進
展
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

今
、
こ
の
間
の
事
情
を
、
創
世
記
三
了
六
i
七

(
J
)
の
短
い
聖
所
伝
承
を

検
討
す
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
に
し
て
行
き
た
い
。

ア
ブ
ラ
ム
は
そ
の
地
を
通
っ
て
シ
ケ
ム
の
所
、
モ
レ
の
テ
レ
ビ
ン
の
木
の
も
と
に
着
い
た
。

そ
の
こ
ろ
カ
ナ
ソ
び
と
が
そ
の
地
に
い
た
。
時
に
主
(
e

ヤ
ハ
ウ
ェ
〉
は
ア
ブ
ラ
ム
に
現
わ
れ

て
い
わ
れ
た
。
「
わ
た
し
は
あ
な
た
の
子
孫
に
こ
の
地
を
与
え
ま
す
。
」
ア
ブ
ラ
ム
は
彼
に
現

わ
れ
た
主
の
た
め
に
そ
こ
に
祭
壇
を
築
い
た
。

こ
の
個
所
は
、
単
純
な
形
式
の
も
と
に
、
シ
ケ
ム
の
聖
所
l
祭
壇
|
の
縁
起
に

つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
我
々
は
、
こ
の
伝
承
が
在
来
の
カ
ナ
ン
人
の
聖
所
伝
承
の

痕
跡
を
全
然
含
ん
で
い
な
い
こ
と
、
ま
た
特
別
の
説
明
、
文
飾
な
ど
が
ほ
ど
こ
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
伝
承
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
聖
所
伝
承
に
関
す
る
最

も
標
準
的
な
図
式
を
端
的
に
示
し
て
い
る
と
考
え
る
。
即
ち
、
こ
の
図
式
に
お
い

て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
聖
所
に
対
す
る
一
般
的
な
解
釈
、
主
張
が
明
瞭
に
表
現
さ

れ
て
い
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
o

イ
ス
ラ
エ
ル
人
が
、
こ
の
伝
承
に
お
い
て
主
張

せ
ん
と
し
た
所
は
、
「
こ
の
地
l
当
該
聖
所
、
及
び
そ
の
近
傍
の
地
i
」
は
、
本

来
ヤ
ハ
ウ
ェ
よ
り
族
長
ア
ブ
ラ
ハ
ム
を
通
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
人
に
|
カ
ナ
ン
人
に

で
は
な
く
|
授
与
さ
れ
た
封
土
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
逆
に
我
々
は
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
こ
そ
こ
の
地
の
真
の
所
有
者
で
あ
り
、
支

配
者
で
あ
る
と
い
う
当
時
の
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
考
え
方
が
、
こ
の
伝
承
の
背
後
に

ひ
そ
ん
で
い
る
の
を
読
み
取
る
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
そ
の
聖
所
の
真
の
所
有

者
で
あ
る
神
か
ら
そ
の
地
を
与
え
ら
れ
た
も
の
こ
そ
!
例
え
そ
こ
に
先
住
民
が
い

た
と
し
て
も
ー
そ
の
地
を
正
当
に
所
有
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
う
し
た
単
純
な
形
式
の
も
と
に
表
現
さ
れ
て
い
る
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の

解
釈
、
主
張
は
、
彼
等
の
居
住
す
る
カ
ナ
ン
の
他
の
聖
所
に
も
妥
当
す
る
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
の
諸
聖
所
は
、
彼
等
に
と
っ
て
、
い
ず

れ
も
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
所
有
地
で
あ
り
、
彼
等
に
対
し
て
与
え
ら
れ
た
封
土
に
外
な
ら

な
い
も
の
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
動
き
は
、
結
局
、
カ
ナ
ン

の
全
土
は
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
迄
発
展
す
る
で
あ
ろ
う
。
我

北
大
文
学
部
紀
要

々
は
、
こ
う
し
た
結
果
を
、
「
地
は
永
代
に
は
売
っ
て
は
な
ら
な
い
。
地
は
わ
た

し
の
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
」
と
い
う
レ
ビ
記
二
五
・
二
三
の
記
事
か
ら
明
瞭
に

読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
上
の
考
察
か
ら
我
々
は
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
が
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
全
土
を
支
配
す
る
神

で
あ
る
と
い
う
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
観
念
が
、
古
く
は
部
族
神
礼
拝
の
性
格
に
属
す

る
約
束
に
お
い
て
準
備
さ
れ
(
九
頁
参
照
)
部
族
神
の
消
滅
後
、
連
合
神
ヤ
ハ

ウ
ェ
礼
拝
の
拡
大
と
共
に
除
々
に
発
展
し
て
行
っ
た
こ
と
を
推
測
す
る
の
で
あ

る。
さ
て
、
こ
う
し
た
経
過
は
、
そ
の
結
果
ヤ
ハ
ウ
ェ
礼
拝
に
重
大
な
帰
結
を
も
た

ら
す
こ
と
に
な
っ
た
o

何
故
な
ら
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
礼
拝
は
、
こ
う
し
た
経
過
と
共

に
、
そ
れ
ま
で
な
か
っ
た
全
く
新
し
い
要
素
を
己
が
内
に
と
り
入
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
第
一
に
、
連
合
神
ヤ
ハ
ウ
ェ
は
、
今
や
聖
所
の
真
の

「
主
」
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
イ
ス
ラ
エ
ル
農
民
に
よ
っ
て
、
専
ら
バ

l
ル
に
対
し

て
捧
げ
ら
れ
て
い
た
礼
拝
を
己
に
対
し
て
行
う
よ
う
要
求
す
る
権
利
を
持
つ
こ
と

に
な
っ
た
ピ
一
)
更
に
、
こ
れ
と
関
連
し
て
、
第
二
に
、
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
を
己
が
土
地

と
な
し
た
ヤ
ハ
ウ
ェ
は
、
次
第
に
地
方
神
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
こ
と
に
な
り
、

も
は
や
連
合
の
保
護
神
に
止
ま
ら
ず
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
農
耕
生
活
に
も
関
与
す

る
神
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
o

我
々
は
、
こ
う
し
た
事
情
を
、
本
来
バ

i
ル

に
の
み
属
し
た
農
耕
に
必
要
な
雨
、
農
耕
技
術
を
ヤ
ハ
ウ
ュ
の
属
性
と
し
て
い
る

申
命
記
三
二
・
二
、
イ
ザ
ヤ
書
二
八
・
二
三
l
二
九
等
の
記
事
か
ら
推
測
出
来

る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
農
民
が
、
そ
れ
ま
で
地
方
的
聖
所
で
パ

l
ル
に
対
し
て
行
っ
て

い
た
伝
統
的
儀
礼
は
、
今
や
、
連
合
神
ヤ
ハ
ウ
ェ
に
対
し
て
捧
げ
ね
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
o

我
々
は
、
以
上
の
考
察
か
ら
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
礼
拝
が
カ
ナ
ン
の
諸
聖
所
を
積
極
的

に
自
己
の
所
有
と
し
、
そ
の
結
果
、
そ
れ
ま
で
パ

l
ル
礼
拝
の
み
が
独
占
し
て
い

た
農
耕
儀
礼
を
順
次
己
が
内
容
と
し
て
と
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
き
に
掲

げ
た
第
一
の
危
機
を
克
服
し
て
行
っ
た
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
今
日
の
旧
約
律
、
法
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イ
ス
ラ
エ
ル
宗
教
連
合
(
続
)

宇
野

に
見
出
せ
る
農
耕
に
関
す
る
諸
札
一
定
の
背
後
に
、
ヤ
バ
ウ
ェ
崇
拝
者
の
可
成
り

積
極
的
な
働
き
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(

一

)

。
戸
。
・
〉
・
討
。
-
-
0
3

ロゲ
O円
四
日
巳
問
。
乱
立
g
g
B
Oロ岳ロ
r
o
出
色
口
問
Z
B凹
-o
問。ロ
ι。ロ

H
W
(
N
・〉・
4
『

-wa吋
・
日
沼
田
)ωω
・
-
U
O

同・

後
世
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
三
大
節
と
な
っ
た
「

E
m
E
s
s
g
o
p
種
入
れ
ぬ
パ

γ
の

祭
」
〈
間
関
・
M
U
h

罰
法
ニ
∞
〉
「
E
閣
官
ρρ
同色
B
刈
入
れ
の
祭
」
(
阿
川
内
-
M
U
h
H
a
u

泣い
M
M
W

ロE
F
H
a
-
V
H
H
)

「
E
m
y阿
凶

B
S
F
取
入
れ
の
祭
」

(
H
W
M内
-
M
U
H
H
a
u

u
品
H
M
M
〉
は
、
カ
ナ
ン
の
農
耕
祭
か
ら
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
(
口
町

-
T門戸
U
H
M
d

n
同・副司・。・肘・

0
2
H
E
q
h
w
吋
・
国
-
F
E
S
O
F
a
-
ロ
F
3・
H
a
u
w
5
0
F

H
U
∞・
例
え
ば
、
レ
ピ
記
一
九
・
九
の
「
畑
の
す
み
ず
み
ま
で
は
刈
り
つ
く
し
て
は
な
ら
な

い
」
。
一
九
・
一

O
の
「
(
植
樹
の
時
)
そ
の
実
を
三
年
間
食
べ
て
は
な
ら
な
い
。
」

一
九
・
二
四
の
「
四
年
目
の
実
は
聖
な
る
、
も
の
で
、
さ
ん
び
の
供
物
と
し
て
主
に
さ

さ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
h。その他一ニ一==一

一等，々
4

の
規
定
は
べ
カ
ナ
γ
の
古
き
↑
農
農
耕
儀
礼
に
由
来
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
O

こ

れ
ら
の
諸
規
定
は
、
恐
ら
く
畠
、
果
樹
等
に
そ
の
も
ち
分
を
与
え
、
か
つ
慰
め
、
そ

の
歓
心
を
か
う
と
い
う
意
味
、
な
い
し
目
的
か
ら
出
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
こ

れ
ら
の
も
の
は
、
い
ず
れ
も
パ
l
ル
の
超
自
然
的
な
生
命
に
よ
っ
て
充
満
し
て
い
る

も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
今
日
の
旧
約
の
諸
規
定
は
、
本
来
こ
う
し
た
農
耕
儀
礼

に
属
し
た
も
の
を
変
様
し
た
意
味
に
お
い
て
(
非
神
話
化
し
て
〉
取
り
入
れ
た
も
の

・
と
考
え
ら
れ
る
。
ぇ
・
戸
宅
島

R
8・
n
F
ω
-
-
a
a・
〉
-
F
o
F
o
u
-
a
f

司・品
O
M
・

(一一)
(一一一〉

さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
礼
拝
は
、
バ

1
ル
の
み
が
独
占
し
て
い
た

農
耕
儀
礼
を
吸
収
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
己
が
内
容
を
豊
か
に
し
、
連
合
神
ヤ
ハ

ウ
ェ
の
権
勢
を
増
大
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
同
時
に
ヤ
ハ

ウ
ェ
礼
拝
に
と
っ
て
第
二
の
危
機
と
な
っ
た
。
何
故
な
ら
農
耕
儀
礼
の
採
用
は
、

必
然
的
に
パ

l
ル
礼
拝
と
の
混
合
を
結
果
す
る
こ
と
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

連
合
神
ヤ
ハ
ウ
ェ
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
に
と
っ
て
カ
ナ
ン
の
諸
聖
所
の
「
主
」

と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
決
し
て
当
該
聖
所
か
ら
パ

l
ル
を
駆
逐
し
た
こ
と
で

は
な
か
っ
た
。
従
前
通
り
、
カ
ナ

γ
人
に
よ
っ
て
パ
ー
ル
礼
拝
が
行
わ
れ
た
こ
と

は
変
り
が
な
か
っ
た
。
ま
た
、
早
く
か
ら
パ
1
ル
的
観
念
の
世
界
に
入
り
、
パ
ー

ル
礼
拝
を
行
つ
℃
い
た
イ
ス
ラ
エ
ル
農
民
に
と
っ
て
、
パ
ー
ル
は
依
然
と
し
，
て
崇

拝
の
対
象
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
予
言
者
ホ
セ
ア
(
前
八
世
紀
〉
の
言
葉

(
仏
・
同

2
・
N
n
F

巴
、
ま
た
ア
ハ
ブ
王
の
時
代
、
ヵ
ル
メ
ル
山
上
に
お
い
て
、
民

を
前
に
し
て
行
わ
れ
た
予
言
者
エ
リ
ア
と
パ

l
ル
予
言
者
の
争
の
記
事
(
H
F
E

E
H
E
R〉
か
ら
も
十
分
う
か
が
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
う
し
た
事

情
の
も
と
で
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
礼
拝
が
、
本
来
パ
ー
ル
礼
拝
に
属
し
た
農
耕
儀
礼
を
採

用
す
る
こ
と
は
、
当
然
両
者
の
混
合
を
将
来
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ

b
。
こ
の
こ
と
は
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
礼
拝
に
重
大
な
帰
結
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ

た
。
以
下
、
す
こ
し
く
立
入
っ
て
考
察
し
て
行
こ
う
。

さ
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
人
名
の
う
ち
、
パ
ー
ル
の
名
を
含
む
も
の
が
士
師
時

代
の
末
期
に
多
く
見
出
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
人
名
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
カ
ナ
ン

侵
入
以
前
に
は
全
く
見
出
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
(
八
頁
参
照
山
一
ザ
に
、
連
合

神
ヤ
ハ
ウ
ェ
に
油
ぬ
ら
れ
て
王
と
な
っ
た
サ
ウ
ル
、
ダ
ピ
デ
、
ま
た
熱
心
な
ヤ
ハ
ウ

ェ
崇
拝
者
ヨ
ナ
タ
ン
の
息
子
に
も
こ
の
名
が
見
出
さ
れ
る
。
即
ち
、

rrtsf

Myo--白
色

P

冨
R
E
S
-
c
p・∞一
ωωu
。一

ω
P
E
H
4・∞一
ω品
)
等
で
あ
る
(
「
一
)
サ

ウ
ル
、
ダ
ピ
デ
、
ヨ
ナ
タ
ン
は
、
い
ず
れ
も
熱
心
な
ヤ
ハ
ウ
ェ
崇
拝
者
で
あ
り
、

神
の
意
に
叶
っ
た
人
物
と
し
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
人
物
が
、
自
分
の

息
子
に
パ

l
ル
の
名
を
つ
け
た
と
言
う
こ
と
は
一
体
何
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う

当

O

、刀

我
々
は
、
こ
う
し
た
人
名
の
示
す
特
徴
か
ら
、
当
時
の
イ
ス
ラ
エ
ル
人
、
が
、
両

者
を
夫
々
崇
拝
し
、
パ

l
ル
が
「
主
(
所
有
者
〉
」
と
訳
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ

の
名
を
ヤ
ハ
ウ
ェ
に
対
す
る
称
号
と
し
て
使
用
し
て
い
た
の
で
な
い
か
と
考
え

る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
両
者
は
後
世
の
予
言
者
、
申
命
記
学
派
に
見
ら
れ
る
よ
う

な
排
他
的
関
係
に
な
か
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
更
に

後
代
に
属
す
、
エ
ジ
プ
ト
で
発
見
さ
れ
た
エ
レ
フ
ァ
ン
テ
イ
ネ
・
パ
ピ
ル
ス
(
前

五
世
紀
頃
)
か
ら
も
推
測
さ
れ
る
。
当
時
、
こ
の
地
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
、
ヤ
ハ
ウ
エ

を
ヤ
フ
と
い
う
名
で
崇
拝
し
て
い
た
こ
と
を
、
こ
の
パ
ピ
ル
ス
か
ら
知
る
の
で
あ
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る
、
が
、
こ
の
外
に
吏
に
、
肘
岳
即
日
目
ず
E
r
o
r
出
2
由自
-tEr白
「
〉
岳
山

B
-
g
p巾「

〉
口
問
H
Y
'
σ
2
r
巴
等
々
の
名
が
、
ヤ
フ
と
共
に
見
出
さ
れ
る
O
K
F
ロ
巳
r
は
、
ヵ
ナ
ン

の
女
神
名
で
あ
り
、
〉
団
E
B
は
、
ハ
ダ
ド
神
の
娘
ω
E
自
由
(
口
問
・
〉
50m-
∞
u
H
与

を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
ふ
か
ら
我
々
は
、
当
時
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
、
ヤ

ハ
ウ
ェ
の
外
に
、
こ
う
し
た
神
々
を
実
際
に
崇
拝
し
て
い
た
か
、
ま
た
は
、
ヤ
ハ

ウ
ェ
の
本
質
的
な
姿
の
各
面
を
「
神
の
家
の
名
L

「
神
の
家
の
神
聖
」
「
神
の
家
の

象
徴
」
等
と
い
う
称
号
で
表
現
し
た
か
、
ど
ち
ら
か
で
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ

る
が
、
こ
う
し
た
事
態
は
、
上
述
の
農
耕
神
パ

l
ル
と
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
共
存
の
名
残

り
を
示
す
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

我
々
は
、
こ
う
し
た
事
態
か
ら
、
当
時
の
イ
ス
ラ
エ
ル
農
民
が
一
般
に
連
合
神

ヤ
ハ
ウ
ェ
と
農
耕
神
パ
ー
ル
を
混
同
し
、
区
別
す
る
こ
と
な
く
、
と
も
に
崇
拝
し

て
い
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
元
来
、
パ

l
ル
礼
拝
に
お
い
て
礼

拝
対
象
で
あ
っ
た
偶
像
が
、
本
来
如
何
な
る
偶
像
も
持
た
な
か
っ
た
ヤ
ハ
ウ
ェ
礼

拝
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
推
測
さ
れ
る
。
(
え
-
H
r
E
・

5
一
H
N
V
H
ω
W
2
ロ
・

二
頁
註
(
四
)
参
照
)
我
々
は
、
前
述
の
よ
う
に
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
パ

l
ル
を
含

む
人
名
が
士
師
時
代
の
末
期
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
多
く
な
っ
て
行
く
よ
う
に
思
わ

れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
う
し
た
両
礼
拝
の
混
合
も
、
恐
ら
く
そ
の
噴
一
般
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

さ
て
、
そ
れ
で
は
こ
う
し
た
事
態
は
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
礼
拝
に
と
っ
て
何
を
意
味
し

た
で
あ
ろ
う
か
。

イ
ス
ラ
エ
ル
農
民
に
よ
っ
て
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
が
農
耕
神
パ

l
ル
の
よ
う
な
意
味
で

崇
拝
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
明
ら
か
に
ヤ
ハ
ウ
ェ
礼
拝
の
パ

l
ル
化
を
意
味
す

る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
礼
拝
が
己
が
内
に
パ

1
ル

礼
拝
か
ら
そ
の
要
素
を
吸
収
し
、
己
が
内
容
を
豊
か
に
す
る
こ
と
で
な
く
、
逆
に

バ
1
ル
礼
拝
の
内
に
吸
収
さ
れ
て
了
う
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

連
合
神
ヤ
ハ
ウ
ェ
は
、
繰
返
し
述
べ
た
よ
う
に
決
し
て
カ
ナ
ン
の
神
で
な
く
、
農

耕
神
で
も
な
く
、
性
格
を
異
に
す
る
沙
漠
の
戦
争
神
で
あ
り
、
本
来
近
づ
く
こ
と

北
大
文
学
部
紀
要

を
許
さ
ぬ
聖
な
る
神
で
あ
り
、

-
U

か
も
イ
ス
ラ
エ
ル
と
特
殊
な
契
約
関
係
に
あ
る

(
四
)

神
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
こ
う
し
た
神
に
対
す
る
礼
拝
が
、
そ
の
特
質
を
失
い
、
地

方
神
と
し
て
バ

l
ル
化
す
る
こ
と
は
、
終
局
に
お
い
て
、
恰
も
、
ベ
リ
シ
テ
人
の

神
が
先
住
民
で
あ
る
カ
ナ
ン
人
の
神
々
(
ダ
ゴ
ン
、
ア
ジ
ュ
タ
ル
ト
)
の
内
に
吸

(
五
)

収
さ
れ
て
消
え
失
せ
た
と
同
じ
運
命
を
辿
る
危
険
性
を
も
つ
こ
と
を
意
味
し
た
。

そ
し
て
、
ま
た
こ
う

L
た
意
味
に
お
い
て
パ

l
ル
礼
拝
は
、
事
実
に
お
い
て
ヤ
ハ

ウ
J
Z

礼
拝
の
存
立
を
脅
か
す
も
の
を
そ
の
本
質
と
し
て
持
っ
て
い
た
と
言
う
こ
と

が
出
来
る
。
我
々
は
、
更
に
、
神
殿
売
淫
制
度
を
考
察
す
る
こ
と
か
ら
こ
の
点
を

検
討
し
て
行
こ
う
。

Q
-
d弓
・
司
・
〉
-σ片
山

mFDHU-
口
F
】

4
・
M

∞
ヱ
-

(
U

同・〉-FO島田wO匂・口広-uHν・品。∞・

【

U
F
日

t-pw
】

V】
ν・
h
p
(

〕品同・一『・司-ロぬ岡田
P
。]下口広-wHV-Mo--

上
掲
、
イ
ス
ラ
エ
ル
宗
教
連
合
、
三
七
頁
以
下
参
照
。

〉・HhO仏
国

wOHM-n伊丹
JHν・品。∞・

さ
て
、
農
耕
神
礼
拝
に
神
殿
売
淫
制
度
が
つ
き
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
既
に

述
べ
た
所
で
あ
る
o

(

二
ニ
頁
註
C

C
参
照
〉
そ
し
て
、
神
殿
売
淫
制
度
が
上
述

の
よ
う
な
両
礼
拝
の
混
合
の
結
果
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
礼
拝
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
こ
と
も
特
に
怪
し
む
に
足
り
な
い
で
あ
ろ
う
。
合
同
-
H
E
P
E
一
巳
w
N
E
ロ
-

Nω

い
戸
口
開
己
-
h
N
ω
一
同
∞
湖
町
片
口
・
)
王
朝
時
代
エ
ル
サ
レ
ム
の
神
蹴
で
こ
の
制
度
は
ヤ

ハ
ウ
ェ
の
名
の
も
と
で
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
神
殿
売
淫
制
度
が
、
農
耕

儀
礼
か
ら
由
来
す
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。

カ
ナ
ン
の
農
耕
民
に
よ
っ
て
、
古
く
か
ら
崇
拝
さ
れ
た
斗
白
B
E
E
-〉
含
巳
由

の
よ
う
な
神
々
は
、
発
芽
、
生
育
、
枯
死
し
、
更
に
翌
年
再
び
発
芽
す
る
植
物
の

再
生
力
を
象
徴
す
る
神
々
で
あ
っ
た
。
既
述
の
よ
う
に
、
穀
物
、
果
樹
は
パ

l
ル

と
大
地
の
神
聖
な
る
結
婚
に
よ
っ
て
実
り
豊
か
な
収
穫
を
も
た
ら
す
と
信
ぜ
ら
れ

た
。
農
耕
民
は
、
神
殿
売
涯
に
参
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
神
聖
な
る
結
婚

に
儀
礼
的
に
参
与
し
、
そ
の
神
的
生
産
力
を
促
進
し
、
増
大
さ
せ
る
こ
と
が
出
来

た
の
で
あ
る
。
性
、
酒
、
舞
踏
を
手
段
と
す
る
オ
ル
ギ
ー
が
、
こ
う
し
た
儀
礼
に

(

↓

)

 

(
一
一
)

(
一
一
一
)

(四〉
(五〉
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イ
ス
ラ
エ
ル
宗
教
連
合
(
続
)

字
野

属
す
'
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
所
で
あ
る
o

こ
う
し
た
オ
ル
ギ
l
は
悦
惚
的
状

態
を
通
し
て
、
神
と
の
神
秘
的
な
結
合
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。
更
に
尚
、
こ

う
し
た
儀
礼
は
、
そ
の
う
ち
に
呪
術
的
な
要
素
を
含
ん
で
い
た
o

神
、
神
秘
的
な

力
を
も
っ
存
在
は
、
こ
う
し
た
儀
礼
に
拘
束
さ
れ
、
自
己
の
務
を
果
す
こ
と
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
o

以
上
の
よ
う
に
、
神
殿
売
淫
制
度
が
、
そ
の
背
後
に
こ
う
し
た
要
素
を
も
っ
て

い
た
と
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
制
度
を
採
用
し
た
ヤ
ハ
ウ
ェ
礼
拝
も
、
必
然
、
以
上

の
要
素
儀
礼
、
観
念
ー
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
ま
さ
し

く
こ
う
し
た
一
連
の
要
素
こ
そ
パ

l
ル
礼
拝
の
根
本
性
格
に
属
し
た
も
の
で
あ
っ

た。
以
上
の
よ
う
な
考
察
か
ら
、
我
々
は
、
こ
う
し
た
バ

l
ル
礼
拝
の
本
質
的
性
格

が
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
礼
拝
の
存
立
を
根
底
か
ら
脅
か
す
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
の

で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
若
し
、
こ
う
し
た
バ

l
ル
の
性
格
が
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
礼
拝
の

内
で
徹
底
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
第
一
に
、
契
約
神
と
し
て
、
人
格
的
な
性
訴

を
も
っ
ヤ
ハ
ウ
ェ
は
、
自
然
の
生
命
と
区
別
出
来
な
い
よ
う
な
自
然
神
に
堕
し
て

了
的
)
で
あ
ろ
う
。
第
二
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
か
ら
隔
絶
し
、
絶
大
な
権
威
と
カ
を

も
っ
連
合
神
ヤ
内
ウ
ェ
も
呪
術
的
に
強
制
し
得
る
神
と
な
る
。
ま
た
オ
ル
ギ
ー
に

よ
っ
て
こ
の
神
と
内
的
交
わ
り
も
可
能
と
な
る
。
第
三
に
、
シ
ナ
イ
の
伝
承
に
見

ら
れ
る
よ
う
な
、
特
殊
な
契
約
関
係
締
結
に
基
づ
く
こ
の
神
と
イ
ス
ラ
エ
ル
人
と

の
人
格
的
、
倫
理
的
紐
帯
は
、
地
方
神
と
そ
の
住
民
の
関
係
に
移
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
簡
単
な
考
察
か
ら
も
、
我
々
は
、
バ

l
ル
礼
拝
と
の
混
合
が
、
い
か
に

重
大
な
る
危
機
を
も
た
ら
し
た
か
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

さ
て
、
そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
事
態
に
お
い
て
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
礼
拝
は
い
か
に
推

移
し
た
で
あ
ろ
う
か
。

我
々
は
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
崇
拝
者
(
祭
司
、
予
言
者
、
等
)
が
、
パ

l
ル
礼
拝
の
混

合
と
と
も
に
、
次
第
に
両
者
の
性
格
の
相
違
、
危
険
性
を
意
識
し
て
来
た
こ
と
を

疑
う
こ
と
が
出
来
な
い
。
彼
等
は
、
先
ず
、
カ
ナ
ン
の
神
々
の
礼
拝
と
ヤ
ハ
ウ
ェ

礼
拝
の
一
致
せ
ざ
る
点
を
意
識
し
、
そ
う
し
た
点
を
除
去
し
よ
う
と
し
た
と
思
わ

れ
る
。
我
々
は
、
旧
約
律
法
の
諸
規
定
の
う
ち
か
ら
、
彼
等
の
こ
う
し
た
働
き
を

見
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
o

例
え
ば
、
レ
ビ
記
一
一
章
、
申
命
記
一

回
章
の
汚
れ
た
動
物
と
し
て
食
す
こ
と
を
禁
ぜ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
う
ち
、
豚
は
、

ラ
ス
・
ジ
ャ
ム
ラ
文
書
で
は
、
ア
リ
ヤ
ン
・
バ

l
ル
と
特
別
な
関
係
に
あ
り
、

ま
た
サ
イ
プ
ラ
ス
島
の
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
の
礼
拝
に
お
い
て
も
あ
る
役
割
を
果
し

た
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
こ
う
し
た
一
連
の
規
定
は
、
祭
司
層
の
長
期
に
亘
る
努

(
豆
)

力
か
ら
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
出
エ
ジ
プ
ト
記
一
一
一
一
一
・
一
九
、
三
四

-
一
一
六
の
「
あ
な
た
は
子
ゃ
ぎ
を
、
そ
の
母
の
乳
で
煮
て
は
な
ら
な
い
」
は
、

ラ
ス
・
シ
ャ
ム
ラ
文
書
か
ら
、
乳
を
使
っ
て
行
う
呪
術
を
防
ぐ
こ
と
で
あ
る
こ
と

(
六
)

が
わ
か
っ
た
。
祭
司
が
、
ぶ
ど
う
酒
、
ま
た
は
、
醗
酵
さ
せ
た
飲
料
を
祭
式
の
前

に
飲
む
こ
と
を
禁
ぜ
ら
れ
た
こ
と
。

(
F
2
・
5
u
S
モ
レ
ク
に
子
供
を
さ
t

ふ
や
け
る

こ
と
の
禁
止

(
F
2
・
8
H
N
)

等
は
、
バ
ー
ル
礼
拝
の
も
つ
、
性
、
酒
に
よ
る
オ

(
七
)

ル
ギ
l
の
除
去
を
意
味
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
ま
ず
ヤ
ハ
ウ
ェ
礼
拝
と
パ
ー
ル
礼
拝
の
相
違
が
意
識
さ
れ
、

そ
う
し
た
も
の
の
除
去
が
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
意
志
と
し
て
次
第
に
律
法
の
う
ち
に
と

り
入
れ
ら
れ
て
行
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
宗
教
連
合
の
時
代
に
は
、
後
代

の
記
述
予
言
者
、
申
命
記
学
派
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
パ
ー
ル
礼
拝
に
対
す
る
激

し
い
組
織
的
、
原
理
的
な
闘
争
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
う
し

た
闘
争
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
連
合
自
体
が
、
そ
れ
自
身
と
全
《
質
を
異
に
す
る
政
治

団
体
へ
と
発
展
し
た
時
か
ら
始
ま
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
ま
た
ヤ
ハ

ウ
ェ
礼
拝
の
内
的
発
展
も
、
二
一
部
族
連
合
が
、
王
国
へ
と
発
展
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
こ
の
連
合
の
独
自
の
性
格
が
明
瞭
に
自
覚
さ
れ
て
行
く
と
と
も
に
深
化
し

て
行
く
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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記
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章
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エ
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年
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に
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れ
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